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米国法における公共信託法理の半世紀（二・完）﻿

米
国
法
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
の
半
世
紀
（
二
・
完
）

─
─
自
然
資
源
法
に
お
け
る
持
続
可
能
性
へ
の
挑
戦
─
─

松　
　

本　
　

充　
　

郎

一
．
は
じ
め
に

二
．
米
国
の
判
例
法
上
の
公
共
信
託
法
理
（
以
上
、
七
〇
巻
二
号
）

三
．
公
共
信
託
法
理
を
め
ぐ
る
学
説
の
対
立
状
況

四
．
モ
ノ
湖
事
件
後
の
米
国
水
法
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
を
め
ぐ
る
実
務
上
の
展
開

五
．
水
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
の
半
世
紀
（
以
上
、
本
号
）

三　

公
共
信
託
法
理
を
め
ぐ
る
学
説
の
対
立
状
況

三
─
1　

サ
ッ
ク
ス
説

　

一
九
七
〇
年
サ
ッ
ク
ス
論
文
は
、「
自
然
資
源
法
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
：
効
果
的
な
司
法
介
入
」
と
い
う
主
題
・
副
題
が
示
す

通
り
、
自
然
資
源
法
に
お
い
て
公
共
信
託
法
理
が
持
ち
う
る
機
能
に
つ
い
て
行
政
過
程
論
・
行
政
救
済
法
・
公
物
管
理
法
的
な
議
論
を

展
開
す
る
。
同
時
に
、
自
然
資
源
法
に
お
け
る
効
果
的
な
司
法
介
入
に
よ
る
民
主
的
議
論
の
活
性
化
に
つ
い
て
検
討
し
、
二
つ
の
視
点
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論　　　説

の
環
境
法
政
策
全
般
へ
の
適
用
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
サ
ッ
ク
ス
論
文
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
環
境
の
保

護
』
お
よ
び
約
三
〇
年
後
の
一
九
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
」
で
ダ
ー
ツ
遊
び
と
は
』
を
併
せ
て
読
む
と
、
サ
ッ
ク

ス
理
論
に
は
、
後
者
の
傾
向
が
強
い
。

　

日
本
の
従
来
の
研
究
の
視
点
は
、
行
政
過
程
論
お
よ
び
日
本
法
的
な
公
物
管
理
法
か
ら
の
、
米
国
の
機
能
的
な
代
替
お
よ
び
サ
ッ
ク

ス
理
論
の
該
当
箇
所
の
発
見
と
分
析
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
サ
ッ
ク
ス
は
、
公
共
信
託
法
理
に
基
づ
く
効
果
的
な
司
法

介
入
が
反
民
主
主
義
的
で
あ
り
う
る
と
の
批
判
へ
の
応
答
を
通
じ
て
、
環
境
法
政
策
に
お
け
る
司
法
介
入
が
民
主
的
議
論
を
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
憲
法
で
は
な
く
、
法
律
同
様
の
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
た
環
境
権
・
公
共
信
託
法
理
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。

　

ま
ず
、
一
九
七
〇
年
サ
ッ
ク
ス
論
文
は
、
議
論
の
射
程
に
つ
い
て
、
自
然
資
源
以
外
の
文
脈
で
も
有
効
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
環
境
の
保
護
』
は
、
湿
地
帯
・
森
林
・
景
勝
地
の
回
廊
な
ど
の
貴
重
な
自
然
資
源
を
破
壊
し
て
い
る
行

政
決
定
を
脱
政
治
化
す
る
た
め
の
戦
略
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
点
の
著
作
は
、
一
般
的
な
環
境
問
題
の
一
類
型
で
あ
る

自
然
資
源
の
利
用
・
保
全
に
お
い
て
、
問
題
構
造
が
共
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
司
法
介
入
に
よ
る
立
法
府
な
い
し
執
行
府
へ
の
差
戻
し

が
民
主
主
義
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
救
済
方
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
ば
し
ば
、
環
境
問
題
や
消
費
者
問
題
の
よ
う
に

薄
く
拡
散
し
た
利
益
の
保
護
が
問
題
に
な
る
場
合
、
被
規
制
者
の
利
益
は
狭
い
業
界
団
体
の
構
成
員
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

被
規
制
者
は
公
衆
よ
り
相
対
的
に
低
コ
ス
ト
で
立
法
府
や
行
政
機
関
と
密
接
な
関
係
を
築
き
（
鉄
の
三
角
形
）、
規
制
者
を
虜
に
し
て

し
ま
う
。
民
主
的
政
治
過
程
を
正
常
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
意
思
決
定
へ
の
公
衆
の
早
期
参
加
の
仕
組
み
に
加
え
て
、
公
衆
が
正

し
い
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
制
度
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
米
国
で
は
、
反
射
的
利
益
が
あ
れ
ば
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ

る
た
め
、
市
民
が
環
境
政
策
の
形
成
過
程
に
お
い
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
た
め
に
は
裁
判
が
最
も
有
効
で
あ
る
。
救
済
方
法
は
、

裁
判
所
に
よ
る
判
断
代
置
で
は
な
く
立
法
府
ま
た
は
執
行
府
へ
の
差
戻
し
で
あ
る
（
義
務
付
け
で
は
な
く
取
消
し
・
差
止
め
を
推
奨
す

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）
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米国法における公共信託法理の半世紀（二・完）﻿

る
）。

　

ま
た
、
裁
判
所
が
憲
法
上
の
権
利
と
宣
言
し
た
環
境
権
を
根
拠
と
す
る
決
定
は
、
裁
判
所
に
最
終
的
権
限
を
与
え
、
議
会
に
よ
っ
て

覆
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
法
律
上
の
権
利
を
執
行
す
る
裁
判
所
の
決
定
は
、
そ
の
法
律
が
憲
法
の
条
項
と
同
じ
文
言
を
使
っ
て
い
る
と

し
て
も
、
事
後
の
立
法
に
よ
っ
て
そ
の
判
断
を
覆
さ
れ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
以
前
の
連
邦
最
高
裁

が
、
重
要
か
つ
必
要
な
立
法
を
無
効
に
し
、
憲
法
上
の
危
機
を
作
り
出
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
環
境
権
を
作
り
出
す

場
合
に
は
、
法
律
に
お
い
て
規
定
す
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
憲
法
上
の
規
定
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
関
す
る
独
裁
者
を
作
り
出
す

べ
き
で
は
な
い
。
権
利
章
典
は
、
隔
絶
さ
れ
た
構
造
的
少
数
者
に
対
し
て
多
数
者
が
専
制
的
に
振
る
舞
う
場
合
に
、
裁
判
所
に
弊
害
を

是
正
す
る
権
限
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
環
境
上
の
問
題
は
、
組
織
化
さ
れ
た
少
数
者
が
引
き
起
こ
す
問
題
で
あ
る
。

後
者
の
問
題
に
対
し
て
は
、
当
事
者
の
政
治
的
・
行
政
的
手
段
を
対
等
化
す
る
公
の
場
が
必
要
で
あ
り
、
対
等
化
が
裁
判
に
よ
っ
て
達

成
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
は
そ
こ
で
介
入
を
や
め
、
究
極
的
決
定
は
民
主
的
政
治
過
程
に
任
せ
る
の
が
適
切
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
米
国
法
お
よ
び
学
説
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
の
適
用
対
象
は
、
日
本
法
に
お
け
る
公
物
管
理
法
と
重
な
る
点
は
多
い
が

異
な
る
点
も
多
い
。
す
な
わ
ち
、
米
国
法
に
お
い
て
、
一
九
七
〇
年
サ
ッ
ク
ス
論
文
の
段
階
と
は
異
な
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
一

九
八
三
年
の
⑧
モ
ノ
湖
事
件
州
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
可
航
水
路
に
影
響
を
与
え
る
非
可
航
水
域
に
も
公
共
信
託
法
理
を
拡
大
適
用
し

た
。
日
本
法
に
お
い
て
、
河
川
法
の
適
用
対
象
は
河
川
管
理
者
の
指
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
（
四
条
［
一
級
河
川
］・
六
条
）。
ま
た
、

サ
ッ
ク
ス
『「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
」
で
ダ
ー
ツ
遊
び
と
は
』
は
、
公
物
管
理
法
で
は
な
く
文
化
財
に
お
け
る
公
共
の
権
利
と
私
人
の
権
利

（
創
作
者
の
権
利
と
所
有
者
の
権
利
）
に
つ
い
て
論
じ
た
書
物
で
あ
る
。
サ
ッ
ク
ス
の
公
共
信
託
法
理
は
、
預
か
り
も
の
と
し
て
の
公

共
信
託
財
産
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
法
理
で
あ
り
、
公
物
に
は
当
然
に
適
用
さ
れ
る
が
、
公
物
で
な
く
と
も
人
類
か
ら
の
預
か
り
も
の

で
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る
。

（
57
）

（
58
）
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論　　　説

三
─
2　

ト
ン
プ
ソ
ン
説

　

バ
ー
ト
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
は
、
財
産
権
法
・
環
境
法
・
水
法
の
権
威
で
あ
り
、M

ontana v. W
yo-

m
ing

で
は
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
特
別
報
告
者
を
務
め
た
。
水
法
の
ケ
ー
ス
ブ
ッ
クLegal Control of W

ater Resources; Cases 

and M
aterials

（『
水
資
源
の
法
的
管
理
』、
註
23
）
に
つ
い
て
は
、
第
四
版
ま
で
の
筆
頭
編
集
者
が
サ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
第
五
版
以

降
の
筆
頭
編
集
者
が
ト
ン
プ
ソ
ン
で
あ
る
。
ト
ン
プ
ソ
ン
曰
く
、
公
共
信
託
法
理
に
つ
い
て
は
、
保
守
派
か
ら
批
判
が
あ
る
も
の
の
、

保
守
派
に
と
っ
て
も
議
論
を
再
構
成
す
れ
ば
擁
護
可
能
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
公
共
信
託
法
理
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
反
多
数
者
支
配
主
義
・
無
補
償
に
よ
る
財
産
権
収
用
を
正
当
化

す
る
迂
回
路
に
な
っ
て
い
る
こ
と
・
不
明
確
さ
の
三
点
を
挙
げ
る
。

　

第
一
に
、
公
共
信
託
法
理
は
、
し
ば
し
ば
、
立
法
府
や
執
行
府
の
判
断
が
同
法
理
と
衝
突
す
る
場
合
に
司
法
府
の
審
査
権
限
の
根
拠

と
し
て
援
用
さ
れ
、
反
多
数
者
支
配
的
で
あ
る
─
特
に
、
司
法
部
門
が
民
主
的
部
門
よ
り
優
れ
て
い
る
財
産
権
法
の
分
野
を
切
り
出
す

試
み
で
あ
る
─
と
批
判
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
公
共
信
託
法
理
を
援
用
す
る
古
典
的
な
裁
判
例
に
お
い
て
、
民
主
的
部
門
と

司
法
部
門
の
対
立
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
①
イ
リ
ノ
イ
セ
ン
ト
ラ
ル
事
件
に
お
い
て
は
、
議
会
自
身
が
、
鉄
道
会
社
に

対
す
る
破
格
の
条
件
で
の
港
湾
等
の
譲
与
と
い
う
判
断
の
正
し
さ
を
疑
い
、
譲
与
対
象
を
取
り
戻
す
た
め
に
提
訴
し
た
。
ま
た
、
判
決

も
、「
議
会
が
州
か
ら
こ
の
港
の
統
制
お
よ
び
管
理
［
権
限
］
を
剥
奪
し
、
私
企
業
の
手
に
完
全
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
公
共
信
託
法
理
を
援
用
す
る
現
代
の
裁
判
例
の
中
に
は
、
司
法
部
門
が
政
治
部
門
の
判
断
を

覆
せ
る
と
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ワ
イ
州
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
司
法
府
は
、
立
法
府
や
執
行
府
の
判
断
を
代
置
す
る

べ
き
で
は
な
い
が
、
立
法
府
や
執
行
府
の
活
動
を
じ
っ
く
り
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
司
法
府
は
立
法
府
や
執
行
府
の
「
単
な
る
ゴ
ム

印
と
し
て
振
舞
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。 （

59
）（

60
）

（
61
）
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第
二
に
、
現
実
に
、
多
く
の
州
裁
判
所
が
判
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
公
共
信
託
法
理
は
、
後
述
の
⑩Lucas v. South Carolina 

Coastal Council

判
決
お
よ
びPalazzolo v. Rhode Island

判
決
の
後
、
無
補
償
に
よ
る
財
産
権
収
用
を
正
当
化
す
る
迂
回
路
に
な

っ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
不
明
確
さ
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
公
共
信
託
法
理
は
、
司
法
府
に
対
し
て
、
立
法
府
の
判
断
を
覆
し
、
私
有
財
産
の
違
憲

な
収
用
を
行
う
権
限
を
与
え
て
し
ま
う
。
古
典
的
な
公
共
信
託
法
理
の
適
用
例
に
は
、
感
潮
域
お
よ
び
可
航
水
路
に
お
け
る
公
衆
の
用

益
権
と
い
う
明
確
な
歴
史
に
基
づ
く
伝
統
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
現
代
的
な
公
共
信
託
法
理
の
適
用
例
に
は
、
感
潮
域
お
よ
び
可
航
水
路
に
お
け
る
公
衆
の
用
益
権
と
い
う
伝
統
以

外
に
、
適
用
対
象
に
つ
い
て
明
確
な
外
延
を
示
す
先
例
が
な
い
。「
特
別
な
性
格
」「
公
衆
の
関
心
事
」
で
は
適
用
対
象
に
歯
止
め
が
な

い
。
ま
た
、
公
共
信
託
法
理
の
適
用
例
の
多
く
は
、
法
的
根
拠
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
な
の
か
州
憲
法
な
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
。
多
く
の

州
裁
判
所
は
、
公
共
信
託
法
理
の
法
的
根
拠
が
州
憲
法
に
は
な
く
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
司
法
府
に
よ
る
立
法

府
な
い
し
執
行
府
の
判
断
代
置
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
州
憲
法
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
的
根
拠
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
あ
れ
ば
立
法

府
の
判
断
を
縛
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
旧
植
民
地
は
英
国
国
王
の
権
利
を
承
継
し
た
が
、
公
共
信
託
法
理
を
西
部
諸
州
に
拡

大
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

ト
ン
プ
ソ
ン
に
よ
る
と
、
公
共
信
託
法
理
に
は
四
つ
の
中
核
的
な
原
理
─
（
ⅰ
）
行
き
過
ぎ
た
開
発
や
国
公
有
財
産
譲
与
の
回
避
・

（
ⅱ
）
私
有
財
産
制
に
お
け
る
共
有
財
産
の
重
要
性
・（
ⅲ
）
民
主
的
意
思
決
定
の
機
会
の
確
保
・（
ⅳ
）
海
洋
お
よ
び
可
航
水
路
の
特

別
な
重
要
性
─
が
あ
る
。
公
共
信
託
法
理
を
保
守
派
か
ら
も
受
容
可
能
な
法
理
と
し
て
再
構
築
す
る
上
で
、
特
に
（
ⅰ
）
お
よ
び

（
ⅲ
）
が
重
要
で
あ
る
。
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（
ⅰ
）
行
き
過
ぎ
た
開
発
や
国
公
有
財
産
譲
与
の
回
避

　

公
共
信
託
法
理
は
、
公
共
信
託
財
産
の
開
発
や
私
的
所
有
化
を
全
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
均
衡
を
失
す
る
こ
と

（
行
き
過
ぎ
る
こ
と
）
を
否
定
し
て
い
る
。
①
イ
リ
ノ
イ
セ
ン
ト
ラ
ル
事
件
判
決
は
、
州
が
、
巨
大
な
港
湾
を
譲
与
す
る
こ
と
を
否
定

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
所
有
権
お
よ
び
規
制
権
限
を
完
全
に
放
棄
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑧
モ
ノ
湖
事
件
判
決

は
、「
一
つ
の
考
え
方
の
体
系
を
採
用
し
他
方
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
り
均
衡
を
失
し
た
構
造

0

0

0

0

0

0

0

0

─
こ
の
州
の
経
済
的
発
展
に
欠
か
せ
な

い
流
水
専
用
を
信
託
義
務
違
反
と
し
て
非
難
す
る
か
、
公
共
信
託
法
理
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
価
値
を
保
護
ま
た
は
考
慮
す
る
義
務
を

全
否
定
す
る
か
─
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
」（
ト
ン
プ
ソ
ン
が
強
調
付
加
）
と
し
、
専
用
権
制
度
お
よ
び
公
共
信
託
法
理
の
均
衡
を
重
視

し
て
い
る
。

　
（
ⅱ
）
私
有
財
産
制
に
お
け
る
共
有
財
産
の
重
要
性

　

私
有
財
産
制
の
下
で
は
、
共
有
財
産
や
公
共
用
物
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
航
行
可
能
な
水
域
は
、
細
分
化
さ
れ
て
私
的

に
所
有
さ
れ
て
い
る
状
態
で
は
、
通
商
目
的
の
旅
行
を
行
う
場
合
の
交
渉
費
用
が
莫
大
で
あ
り
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
用
を
な
さ

な
い
。
第
二
に
、
海
洋
や
可
航
水
路
は
、
万
人
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
、
個
人
や
社
会
の
成
長
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ

る
。
個
人
は
コ
モ
ン
ズ
の
前
で
は
平
等
で
あ
り
、
コ
モ
ン
ズ
は
、
社
会
の
構
成
員
が
相
互
に
交
わ
る
場
と
し
て
、
健
全
な
民
主
主
義
の

発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
。
第
三
に
、
私
有
財
産
制
は
、
持
つ
者
と
持
た
ざ
る
者
の
緊
張
だ
け
で
は
な
く
、
持
つ
者
同
士
の
間
の
資
源
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
め
ぐ
る
緊
張
を
生
み
出
す
。
コ
モ
ン
ズ
は
私
有
財
産
を
め
ぐ
る
人
々
の
間
の
緊
張
を
緩
和
す
る
役
割
を
果
た
す
。
コ
モ

ン
ズ
は
、
私
有
財
産
と
共
有
財
産
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
役
割
を
担
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
唯
一
の
原
理
で
あ
る
。
第
四
に
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
上
の
原
理
に
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
と
い
う
環
境
を
め
ぐ
る
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
原
理
が
あ
る
が
、
公
共
信
託
法
理
は
伝
統
的
な
公
共

信
託
財
産
の
環
境
上
の
機
能
を
保
全
す
る
役
割
を
担
う
。
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（
ⅲ
）
民
主
的
意
思
決
定
の
機
会
の
確
保

　

公
共
信
託
法
理
を
援
用
す
る
判
決
に
は
、
公
共
信
託
利
益
を
保
全
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
が
立
法
府
や
執
行
府
の
決

定
を
覆
す
権
限
を
持
つ
と
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
主
要
な
判
決
の
判
決
理
由
は
、
公
共
信
託
資
源
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

管
理
に
不
可
欠
な
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
民
主
的
裁
量
を
制
約
す
る
べ
き
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
民
主
的
裁
量
が
行

使
さ
れ
る
機
会
を
保
障
す
る
た
め
に
働
く
べ
き
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
イ
リ
ノ
イ
セ
ン
ト
ラ
ル
事
件
判
決
の
主
な
懸
念
は
、
シ
カ
ゴ
外
港
の
私
人
へ
の
譲
与
で
は
な
く
、
州
の
管
理
権
限
の

喪
失
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
⑧
モ
ノ
湖
事
件
判
決
も
、「
我
々
は
、
モ
ノ
湖
の
論
争
の
最
終
的
な
結
論
の
一
歩
手
前
で
立
ち
止
ま
る
。

我
々
は
、
特
定
の
水
資
源
配
分
を
指
示
し
な
い
」「
モ
ノ
湖
の
人
間
的
・
環
境
的
利
用
は
、
州
が
そ
れ
ら
を
保
全
す
る
権
限
を
持
た
な

い
と
誤
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
判
断
代
置
は
避
け
民
主
的
議
論
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
機
会
を

確
保
し
て
い
る
。
公
共
信
託
法
理
の
核
心
は
、
同
様
に
重
要
な
他
の
法
原
則
と
抵
触
し
な
い
限
り
、
立
法
府
お
よ
び
執
行
府
が
自
由
に

公
共
信
託
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
（
ⅳ
）
海
洋
お
よ
び
可
航
水
路
の
特
別
な
重
要
性

　

裁
判
例
や
学
説
の
中
に
は
、
公
共
信
託
法
理
は
、
伝
統
的
な
適
用
対
象
で
あ
る
感
潮
域
や
可
航
水
路
を
超
え
て
拡
大
適
用
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
公
共
信
託
法
理
の
海
洋
お
よ
び
可
航
水
路
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
先
行

し
慣
習
と
し
て
生
成
し
た
公
衆
の
権
利
を
保
全
す
る
た
め
だ
か
ら
こ
そ
正
当
化
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
海
洋
お
よ
び
可
航
水
路
は
、
通

商
・
航
行
・
漁
撈
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、
交
通
手
段
の
変
化
に
よ
り
通
商
・
航
行
の
重
要
性
は
大
き
く
低
下
し
た
が
、

豊
か
な
生
態
系
を
育
む
場
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
非
常
に
価
値
が
高
い
。
さ
ら
に
、
海
洋
お
よ
び
可
航
水
路
等
の
公

共
用
物
に
は
、
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
所
有
管
理
さ
れ
る
べ
き
理
由
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
は
コ
モ
ン
ズ
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
理

（
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由
か
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
法
理
で
あ
る
公
共
信
託
法
理
は
、
公
物
法
全
体
に
拡
大
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
認
め

ら
れ
た
海
洋
お
よ
び
可
航
水
路
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
、
限
定
さ
れ
て
初
め
て
正
当
化
可
能
で
あ
る
。

　

公
共
信
託
法
理
は
、
四
つ
の
中
核
的
原
理
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
再
構
築
さ
れ
る
。
第
一
に
、
州
議
会
お
よ
び
行
政
機
関
は
、

公
共
信
託
財
産
の
管
理
に
お
い
て
裁
量
を
有
す
る
が
、
開
発
や
譲
与
と
公
共
信
託
的
価
値
の
衡
量
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
い
ず

れ
の
行
き
過
ぎ
に
も
歯
止
め
を
か
け
る
）。
第
二
に
、
公
共
信
託
法
理
は
、
州
議
会
お
よ
び
行
政
機
関
に
対
し
て
、
私
有
財
産
が
支
配

的
な
こ
の
世
界
に
お
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
コ
モ
ン
ズ
を
保
全
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
（
公
衆
に
よ
る
公
共
信
託
財
産
の
利
用
を
促
し
、

環
境
保
全
も
重
視
す
る
）。
第
三
に
、
裁
判
所
は
、
政
治
部
門
（
立
法
府
お
よ
び
執
行
府
）
の
公
共
信
託
財
産
に
関
す
る
決
定
を
覆
す

べ
き
で
は
な
く
、
政
治
部
門
の
公
共
信
託
財
産
に
関
す
る
管
理
権
限
を
確
認
・
保
全
す
る
た
め
に
、
損
失
補
償
等
の
憲
法
上
の
制
約
を

守
り
つ
つ
公
共
信
託
法
理
を
援
用
す
べ
き
で
あ
る
。
第
四
に
、
裁
判
所
は
、
公
共
信
託
法
理
を
適
用
す
る
際
に
は
、
伝
統
的
に
認
め
ら

れ
て
き
た
感
潮
域
お
よ
び
可
航
水
路
を
超
え
て
拡
大
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

四
つ
の
中
核
的
原
理
に
よ
っ
て
、
公
共
信
託
法
理
の
内
容
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
中
核
的
原
理
が
相
互
に
抵
触

な
い
し
衝
突
す
る
場
合
、
裁
判
所
が
公
共
信
託
法
理
を
ど
の
よ
う
に
適
用
す
べ
き
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
政
治
部
門
が
公

共
信
託
的
価
値
を
犠
牲
に
し
、
明
ら
か
に
均
衡
を
失
し
た
開
発
や
公
共
財
産
の
譲
与
を
推
進
す
る
政
策
を
採
用
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、

ど
の
よ
う
に
振
舞
う
べ
き
か
。
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
司
法
部
門
（
裁
判
所
）
は
、
政
治
部
門
（
立
法
府
お
よ
び
執
行
府
）
の
政
策
判
断
に

つ
い
て
、
判
断
代
置
は
禁
止
さ
れ
る
が
、
取
消
し
や
差
戻
し
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

三
─
3　

小
括

　

サ
ッ
ク
ス
説
か
ら
見
る
と
、
①
か
ら
⑧
の
全
裁
判
例
は
、
公
共
信
託
法
理
を
適
用
す
べ
き
事
案
で
あ
り
、
か
つ
、
適
切
な
適
用
が
な

さ
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
が
、
ト
ン
プ
ソ
ン
説
に
お
け
る
位
置
付
け
は
異
な
る
。
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第
一
に
、
①
イ
リ
ノ
イ
セ
ン
ト
ラ
ル
事
件
判
決
の
重
要
性
は
、（
ⅰ
）
行
き
過
ぎ
た
開
発
や
私
有
化
の
回
避
お
よ
び
（
ⅲ
）
民
主
的

意
思
決
定
の
機
会
の
確
保
に
あ
る
。
ト
ン
プ
ソ
ン
説
が
特
に
重
視
し
て
い
る
の
は
、（
ⅲ
）
州
が
管
理
権
限
を
維
持
で
き
る
か
・
民
主

的
議
論
の
機
会
が
確
保
で
き
る
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
本
判
決
は
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
②Gould

事
件
判
決
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
適
用
範
囲
で
あ
る
海
ま
た
は
可
航
水
路
を
超
え
て
、
公
園
に
対
し
て
公

共
信
託
法
理
を
適
用
し
て
お
り
、
ト
ン
プ
ソ
ン
説
か
ら
は
公
共
信
託
法
理
の
適
用
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。

　

第
三
に
、
④State v. Public Service Com

m
ission

は
、
保
全
よ
り
利
用
促
進
を
重
視
し
て
い
る
も
の
の
、
湖
の
性
格
を
破
壊

す
る
も
の
で
は
な
く
、
許
可
は
適
法
で
あ
る
と
し
た
。
サ
ッ
ク
ス
説
か
ら
は
、
裁
判
所
が
五
要
素
の
考
慮
を
通
じ
て
、
立
法
府
や
行
政

機
関
に
専
門
性
を
発
揮
さ
せ
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
（
二
─
2
─
2
④
）。
ト
ン
プ
ソ
ン
説
か
ら
は
、
保
全
と
利
用
の

衡
量
と
い
う
範
囲
で
委
員
会
の
政
策
裁
量
を
尊
重
し
て
お
り
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
よ
う
。
⑤M

uench v. Public Service Com
-

m
ission

は
、
公
共
信
託
財
産
で
あ
る
河
川
の
流
水
専
用
許
可
の
権
限
を
州
が
自
治
体
（
郡
委
員
会
）
に
包
括
的
に
授
権
し
、
環
境
影

響
に
関
す
る
事
実
認
定
な
し
に
許
可
処
分
を
行
っ
た
こ
と
を
公
共
信
託
義
務
違
反
と
し
て
い
る
。
ト
ン
プ
ソ
ン
説
か
ら
は
、
裁
判
所
は

州
議
会
の
明
示
的
な
立
法
判
断
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
本
判
決
は
勇
み
足
と
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

第
四
に
、
⑥People v. California Fish Co.

は
、
司
法
が
立
法
判
断
を
覆
す
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
③Priew

e v. W
is-

consin State Land &
 Im

provem
ent Co.

は
、
被
告
に
よ
る
湖
か
ら
の
排
水
の
差
止
請
求
を
認
容
し
た
。
可
航
水
路
で
あ
る
湖
へ

の
適
用
で
あ
り
、「
判
断
代
置
を
な
げ
き
つ
つ
」（D

efending at 171.
『
環
境
の
保
護
』
一
九
二
頁
）
と
す
る
が
、
救
済
方
法
は
差
止

め
で
あ
る
。
そ
し
て
、

’⑦M
arks v. W

hitney

は
、（
適
切
に
も
）
公
共
信
託
法
理
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
利
益
を
生
態
系
保
全
ま
で

拡
大
し
て
い
る
点
で
特
徴
的
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
点
に
つ
い
て
は
先
例
通
り
の
判
断
を
し
て
お
り
、
ト
ン
プ
ソ
ン
説
に
お
い
て
も
正
当

化
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
⑧
の
救
済
方
法
は
執
行
府
（
行
政
機
関
）
へ
の
差
戻
し
で
あ
り
、
民
主
的
な
議
論
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
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正
当
化
さ
れ
る
（
義
務
付
け
は
正
当
化
さ
れ
な
い
）。

　

公
共
信
託
法
理
の
適
用
範
囲
（
二
─
3
（
ⅰ
）・
三
─
2
（
ⅳ
））
以
外
の
共
通
点
お
よ
び
相
違
点
は
、
⑧
モ
ノ
湖
事
件
州
最
高
裁
判

決
の
評
価
に
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
共
通
点
と
し
て
は
、
い
ず
れ
の
説
も
、
司
法
に
よ
る
介
入
は
、
代
表
に
よ
る
民
主
的
議
論
に
基
づ

く
意
思
決
定
の
機
会
を
促
進
・
確
保
す
る
場
合
に
限
っ
て
支
持
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
問
題
を
合
衆
国
憲
法
の
修
正
条
項
（
第
五
修

正
・
第
九
修
正
・
第
一
四
修
正
）
の
問
題
と
扱
う
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
相
違
点
は
、
サ
ッ
ク
ス
が
司
法
介
入
を
重
視
し
て
お
そ
ら

く
多
数
意
見
を
支
持
す
る
の
に
対
し
て
、
ト
ン
プ
ソ
ン
は
政
治
部
門
の
権
限
の
保
全
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
裁
判

官
の
反
対
意
見
支
持
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
節
に
お
い
て
検
討
す
る
よ
う
に
、
モ
ノ
湖
事
件
後
の
公
共
信
託
法

理
を
め
ぐ
る
実
務
は
、
ト
ン
プ
ソ
ン
説
に
近
い
。

四　

モ
ノ
湖
事
件
後
の
米
国
水
法
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
を
め
ぐ
る
実
務
上
の
展
開

四
─
1　

公
共
信
託
法
理
へ
の
期
待
と
現
実

　

公
共
信
託
法
理
は
、
司
法
が
立
法
や
行
政
の
活
動
に
対
す
る
介
入
を
正
当
化
す
る
役
割
（
鉾
の
役
割
）
と
と
も
に
、
行
政
が
自
己
の

活
動
を
正
当
化
す
る
役
割
（
盾
の
役
割
）
も
期
待
さ
れ
て
き
た
。
公
共
信
託
法
理
の
支
持
者
は
、
司
法
が
立
法
や
行
政
の
活
動
に
介
入

す
る
際
の
鉾
と
し
て
の
役
割
に
期
待
し
、
反
対
者
は
、
裁
判
所
に
よ
る
多
数
者
支
配
の
蚕
食
へ
の
懸
念
を
表
明
し
て
き
た
。
し
か
し
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
以
外
で
モ
ノ
湖
事
件
判
決
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
現
在
、
ハ
ワ
イ
州
の
み
で
あ
る
。
ア
イ
ダ
ホ
州
は
、
一
旦
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
倣
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
に
は
、
ア
イ
ダ
ホ
州
議
会
は
、
州
法
改
正
に
よ
り
州
内
に
お
け
る
流

水
占
用
お
よ
び
水
利
権
へ
の
公
共
信
託
法
理
の
適
用
を
禁
止
し
た
。

　

オ
ー
ウ
ェ
ン
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
公
共
信
託
法
理
に
関
す
る
実
証
研
究
は
、
次
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
リ

（
71
）

（
72
）

（
73
）

（
74
）

（
75
）

（
76
）
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フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
も
、
判
決
が
公
共
信
託
法
理
を
援
用
し
た
ケ
ー
ス
は
僅
か
三
件
─U

nited States v. State W
ater Re-

sources Control Board

（
ラ
カ
ネ
リ
判
決
［Racanelli D

ecision

］）・T
ulare Lake Basin v. U

nited States

・Casitas M
un. 

W
ater D

ist. v. U
nited States

─
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
判
決
が
既
存
の
水
利
権
に
基
づ
く
取
水
量
の
削
減
請
求
を
認
容

し
た
の
は
、U

nited States v. State W
ater Resources Control Board

の
み
で
あ
る
。
公
共
信
託
法
理
は
、
相
対
的
に
は
、
裁

判
所
の
「
鉾
」
と
し
て
よ
り
行
政
の
「
盾
」
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
次
に
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
が
言
及
し
た
三
件
の
う
ち
、U

nited States v. State W
ater Resources Control Board

お
よ

びCasitas M
un. W

ater D
ist. v. U

nited States

を
取
り
上
げ
、「
な
ぜ
、
公
共
信
託
法
理
は
裁
判
所
の
『
鉾
』
と
し
て
よ
り
行
政

の
『
盾
』
と
し
て
機
能
し
て
き
た
の
か
」
を
検
討
す
る
。

四
─
2　

公
共
信
託
法
理
の
判
決
に
お
け
る
現
実
の
機
能
─
公
共
信
託
法
理
は
な
ぜ
裁
判
所
の
鉾
と
し
て
機
能
し
に
く
い
の
か

　

ま
ず
、U

nited States v. State W
ater Resources Control Board 

は
、
公
共
信
託
法
理
が
裁
判
所
の
鉾
と
し
て
機
能
し
た
唯

一
の
事
例
で
あ
る
。

⑨　

U
nited States v. State W

ater Resources Control Board

　

セ
ン
ト
ラ
ル
バ
レ
ー
事
業
（
Ｃ
Ｖ
Ｐ
）
お
よ
び
州
利
水
事
業
（
Ｓ
Ｗ
Ｐ
）
の
水
利
権
は
、
水
を
取
水
し
使
用
す
る
権
利
で
あ
っ
て
、

流
水
を
所
有
す
る
権
利
で
は
な
い
（
州
水
法
一
〇
二
条
）。
水
の
利
用
は
合
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
州
憲
法
一
〇
条
二
項
）。
Ｃ

Ｖ
Ｐ
は
一
九
〇
二
年
連
邦
利
水
事
業
法
に
基
づ
く
連
邦
利
水
事
業
で
あ
る
。
同
法
八
条
に
よ
り
、
Ｃ
Ｖ
Ｐ
の
水
利
権
は
州
法
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
九
五
八
年
お
よ
び
一
九
六
一
年
に
州
水
法
に
基
づ
い
て
州
水
資
源
管
理
委
員
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
）
の
許
可
に
よ
り

取
得
さ
れ
た
専
用
権
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｗ
Ｐ
の
水
利
権
は
一
九
六
七
年
に
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
許
可
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
専
用
権
で
あ
る
。

Ｃ
Ｖ
Ｐ
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
Ｐ
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
か
ら
デ
ル
タ
（Sacram

ento-San Joaquin D
elta

）
の
水
を
取
水
す
る
た
め
合
計
三
四
件

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）
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の
専
用
許
可
を
取
得
し
、
デ
ル
タ
は
こ
れ
ら
の
利
水
事
業
の
中
継
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　

デ
ル
タ
地
域
は
、
も
と
も
と
海
面
よ
り
低
く
、
海
水
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。
近
年
ま
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
か
ら
流
入
す
る

塩
水
の
デ
ル
タ
へ
の
浸
入
は
デ
ル
タ
か
ら
海
へ
の
河
川
に
よ
る
排
水
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
デ
ル
タ
に
お
け
る
農
業

用
水
・
工
業
用
水
・
都
市
用
水
の
取
水
に
よ
り
、
塩
水
の
浸
入
が
特
に
夏
季
に
激
し
く
な
っ
た
。

　

現
在
、
水
質
の
法
的
管
理
は
、
連
邦
法
お
よ
び
州
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
に
は
連
邦
汚
染
管
理
法
（Federal 

W
ater Pollution Control A

ct, FW
PCA

）
が
制
定
さ
れ
、
一
九
七
二
年
に
は
大
改
正
が
行
わ
れ
（Clean W

ater A
ct, CW

A
.　

通
称
「
清
浄
水
法
」）、
州
の
水
質
管
理
機
関
の
許
可
な
く
公
共
水
域
ヘ
の
汚
染
物
質
の
排
出
を
行
え
な
く
な
り
、
点
源
か
ら
の
排
出
は

発
生
源
の
末
端
に
お
い
て
計
測
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
水
質
管
理
に
関
す
る
州
法
と
し
て

ポ
ー
タ
ー
＝
コ
ロ
ー
ニ
ュ
水
質
管
理
法
（Porter-Cologne W

ater Q
uality Control A

ct

）
を
制
定
し
た
（
一
三
〇
〇
〇
条
以
下
）。

Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
州
の
水
質
管
理
政
策
全
般
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
ま
た
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
地
域
ご
と
の
計
画
を
審
査
・
承
認
し
（
一

三
二
四
五
条
）、
九
つ
の
地
域
委
員
会
は
一
六
の
流
域
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
す
る
が
（
一
三
二
四
〇
条
）、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
地
域
委
員

会
が
策
定
し
た
計
画
を
上
書
き
す
る
権
限
を
持
つ
（
一
三
一
七
〇
条
）。

　

一
九
七
八
年
に
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ル
タ
お
よ
び
ス
ス
ー
ン
湿
地
（Suisun M

arsh

）
に
お
け
る
塩
分
濃
度
お
よ
び
魚
類
・

野
生
生
物
に
関
す
る
基
準
に
関
す
る
水
質
管
理
計
画
（
本
件
計
画
）
を
策
定
し
、
計
画
は
一
〇
年
間
効
果
を
与
え
ら
れ
、
一
九
八
六
年

に
再
評
価
の
た
め
の
聴
聞
が
計
画
さ
れ
た
。
同
年
に
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
デ
ル
タ
の
水
質
基
準
の
決
定
お
よ
び
Ｃ
Ｖ
Ｐ
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
Ｐ

の
専
用
許
可
を
変
更
す
る
旨
の
水
利
権
決
定
一
四
八
五
号
（D

1485

）
を
行
っ
た
が
、
連
邦
内
務
省
は
Ｃ
Ｖ
Ｐ
の
運
用
に
あ
た
り
Ｓ
Ｗ

Ｐ
と
協
調
し
て
州
法
上
の
水
質
基
準
を
遵
守
す
る
義
務
は
な
い
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
環
境
保
護
団
体
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
州
だ
け
で
は
な
く
連
邦
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
規
制
権
限
を
有
す
る
と
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と
も
に
、
州
内
の
専
用
許
可
に
つ
い
て
も
広
範
な
規
制
権
限
を
有
す
る
と
し
て
、
本
件
計
画
に
お
け
る
水
質
目
標
（
本
件
目
標
）
お
よ

び
水
利
権
決
定
一
四
八
五
号
に
お
け
る
水
利
使
用
の
変
更
許
可
の
有
効
性
に
関
す
る
宣
言
判
決
お
よ
び
適
法
な
基
準
策
定
の
義
務
付
け

を
求
め
て
連
邦
政
府
を
提
訴
し
た
。
一
九
八
六
年
、
連
邦
控
訴
審
（
ラ
カ
ネ
リ
判
決
）
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　
（
ⅰ
）
州
水
資
源
管
理
委
員
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
）
に
は
、
Ｃ
Ｖ
Ｐ
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
Ｐ
の
規
制
権
限
が
あ
る
。

　

Ⅱ　

消
費
的
利
用
の
水
質
基
準
の
執
行

　

Ａ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性

　
　

Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
執
行
権
限
は
明
ら
か
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
確
か
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
排
水
の
規
制
権
限
を
明
示
的
に
授
権
さ

れ
て
い
る
が
、
海
水
の
浸
入
に
よ
る
塩
分
濃
度
の
過
度
な
上
昇
は
、「
排
水
」
に
は
該
当
し
な
い
。
排
水
の
規
制
に
該
当
し
な
い
場
合
、

水
質
基
準
を
策
定
す
る
明
示
的
な
権
限
は
他
の
機
関
の
行
為
に
対
し
て
勧
告
を
行
う
権
限
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
執
行

権
限
は
─
そ
れ
が
明
確
で
直
接
的
な
命
令
や
、
差
止
め
、
民
事
賠
償
の
よ
う
な
形
を
と
る
場
合
─
汚
染
物
質
の
排
水
を
無
許
可
で
行
う

も
の
に
限
ら
れ
る
（
一
三
三
二
〇
条
・
一
三
三
三
一
条
・
一
三
三
四
〇
条
・
一
三
三
五
〇
条
・
一
三
三
八
六
条
）。
…
…

　

法
令
上
、
水
利
使
用
者
を
規
制
す
る
明
示
的
な
権
限
が
な
い
状
況
下
で
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
利
用
で
き
る
主
要
な
執
行
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
水
質
悪
化
を
惹
起
す
る
よ
う
な
取
水
を
管
理
す
る
水
利
権
の
規
制
で
あ
る
。
水
質
規
制
の
た
め
の
主
要
な
責
任
は
、
水
質
お
よ
び

水
利
権
決
定
の
調
整
に
関
す
る
許
可
を
行
う
州
に
あ
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
、
当
然
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
排
他
的
権
限
の
中
に
水
資
源
に
関
す
る
機
能
を
結
合
さ
せ
た
。
こ
の
結
合
が
標
榜
す

る
目
的
は
「
水
質
と
水
量
の
考
慮
」
が
専
用
権
の
手
続
の
不
可
欠
の
一
部
と
な
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。（§174

）

　

一
九
七
八
年
の
手
続
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
水
利
権
に
関
す
る
権
限
を
デ
ル
タ
の
水
質
基
準
を
策
定
す
る
手
段
と
し
て
行
使
し

た
。D

1485

に
お
い
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、［
Ｃ
Ｖ
Ｐ
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
Ｐ
と
い
う
二
つ
の
］
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
保
有
す
る
専
用
許
可
を
変

（22）
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更
し
、
計
画
に
含
ま
れ
た
水
質
基
準
を
達
成
し
続
け
る
た
め
に
輸
出
を
削
減
し
ま
た
は
デ
ル
タ
に
よ
り
多
く
の
水
を
放
流
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
た
。

　
（
ⅱ
）
地
表
水
の
取
水
規
制
お
よ
び
水
質
管
理
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
は
、
塩
分
濃
度
管
理
お
よ
び
水
生
生
物
保
全
そ
の
他
の

有
益
的
使
用
の
た
め
に
、
水
質
基
準
を
策
定
し
水
利
権
を
変
更
す
る
権
限
が
あ
り
、
本
件
基
準
お
よ
びD

1485

は
違
法
で
あ
る
。

　

Ｂ　

水
質
管
理
基
準
を
執
行
す
る
た
め
に
許
可
を
変
更
す
る
委
員
会
の
権
限

　

開
墾
局
お
よ
び
連
邦
と
の
契
約
者
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
は
、
連
邦
開
墾
局
が
Ｃ
Ｖ
Ｐ
の
運
用
の
た
め
に
保
有
す
る
専
用
権
を
変
更
し

ま
た
は
こ
れ
に
干
渉
す
る
権
限
は
な
い
と
強
く
議
論
す
る
。
彼
ら
は
一
度
専
用
許
可
が
与
え
ら
れ
る
と
、
そ
れ
が
最
終
性
を
持
ち
変
更

不
可
で
あ
る
と
議
論
す
る
。
し
か
し
、
当
裁
判
所
は
、
こ
の
議
論
に
は
同
意
せ
ず
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
活
動
は
、
留
保
さ
れ
た
権
限
お
よ

び
合
理
的
で
な
い
利
用
を
防
ぐ
権
限
と
い
う
二
つ
の
独
立
し
た
論
拠
に
よ
っ
て
支
持
で
き
る
と
結
論
付
け
る
。

　
　

Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
州
水
法
上
、
留
保
さ
れ
た
権
限
を
持
つ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
水
の
無
駄
遣
い
・
不
合
理
な
利
用
・
取
水
方
法
を

防
ぐ
た
め
に
そ
の
権
限
に
基
づ
い
て
許
可
条
件
を
変
更
す
る
権
限
を
持
つ
。
全
て
の
水
利
権
─
専
用
権
を
含
む
─
は
、
水
利
用
は
合
理

的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
憲
法
上
の
制
限
に
服
す
る
（
州
憲
法
一
〇
条
二
項
、
州
水
法
一
〇
〇
条
）。
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
そ
の
政

策
を
実
施
す
る
べ
く
権
限
を
委
任
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
五
〇
条
）。
…
…
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
新
し
い

許
可
条
件
の
付
加
を
含
め
て
、
無
駄
や
不
合
理
な
利
用
を
防
ぐ
た
め
司
法
的
・
立
法
的
ま
た
は
行
政
的
手
続
の
設
定
に
必
要
な
権
限
を

与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
Ｃ
Ｖ
Ｐ
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
Ｐ
の
全
て
の
許
可
は
、
不
合
理
な
利
用
を
防
ぐ
と
い
う
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
権
限
に
服

す
る
（People ex rel. State W

ater Resources Control Bd. v. Forni 54 Cal. A
pp. 3d 743, 753

）。
合
理
的
利
用
か
否
か
は
、

提
示
さ
れ
た
状
況
の
全
体
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

　

水
資
源
の
管
理
に
関
わ
る
問
題
の
範
囲
と
技
術
的
複
雑
さ
は
、
実
質
的
に
他
の
い
か
な
る
活
動
と
も
等
置
で
き
な
い
。
何
が
水
の
合

（25）

（阪大法学）70（5-30）　786 〔2021. 1 〕



米国法における公共信託法理の半世紀（二・完）﻿

理
的
利
用
に
該
当
す
る
か
は
、
提
示
さ
れ
た
全
て
の
状
況
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
。
…
「
個
々
の

事
件
の
状
況
に
お
い
て
何
が
水
の
合
理
的
利
用
で
あ
る
か
。
そ
の
問
い
は
超
越
的
重
要
性
に
関
す
る
全
州
的
考
慮
か
ら
独
立
に
は
解
決

さ
れ
え
な
い
」（Environm

ental D
efense Fund, Inc., et al. v. East Bay M

unicipal U
tility D

ist., supra, 26 Cal. 3d 183, 

194

）。

　

Ⅲ　

非
消
費
的
な
流
水
利
用
の
た
め
の
水
質
基
準
の
執
行

　
　

デ
ル
タ
に
お
け
る
消
費
的
利
用
の
保
全
に
加
え
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
州
法
や
連
邦
法
に
お
い
て
明
示
的
に
授
権
さ
れ
て
い
る
通

り
、
魚
類
お
よ
び
野
生
生
物
を
保
全
す
る
た
め
に
改
訂
版
の
水
質
基
準
を
策
定
し
た
。

　

ポ
ー
タ
ー
＝
コ
ロ
ー
ニ
ュ
水
質
管
理
法
は
有
益
的
利
用
の
合
理
的
な
保
護
…
を
目
的
と
し
て
水
質
基
準
の
策
定
を
義
務
付
け
る
（
一

三
二
四
一
条
）。
保
護
の
対
象
に
は
、「
魚
類
お
よ
び
野
生
生
物
そ
の
他
の
水
生
生
物
の
保
全
お
よ
び
促
進
」
…
を
含
む
（
一
三
〇
五
〇

条subd.（f

））。
同
様
に
、
連
邦
汚
染
管
理
法
（FW

PCA

）
は
州
の
行
政
機
関
に
対
し
て
、
魚
類
お
よ
び
野
生
生
物
の
繁
殖
の
た
め

に
、
そ
れ
ら
の
利
用
や
価
値
を
考
慮
し
て
水
質
基
準
を
策
定
し
定
期
的
に
改
訂
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
（33 U

.S.C. 1313

（c

）（2

））。

し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
魚
類
お
よ
び
野
生
生
物
の
保
護
の
た
め
の
基
準
を
策
定
す
る
と
い
う
水
質
管
理
権
限
の
範
囲
内
で
活

動
し
た
。

　
　

下
記
の
手
続
に
お
い
て
、
開
墾
局
は
専
用
許
可
が
一
度
行
わ
れ
る
と
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
は
専
用
許
可
を
変
更
す
る
権
限
が
な
く
、

魚
類
お
よ
び
野
生
生
物
を
保
護
す
る
た
め
の
新
た
な
基
準
は
既
存
の
専
用
権
を
毀
損
す
る
も
の
で
あ
る
と
議
論
す
る
。
こ
れ
ら
の
議
論

は
適
切
に
も
第
一
審
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
。
…

　

争
点
は
、N

ational A
udubon Society v. Superior Court, supra, 33 Cal. 3d 419

に
よ
っ
て
明
確
に
方
向
付
け
ら
れ
て
い
る
。﻿

　
　

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
の
適
用
範
囲
を
明
確
化
し
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
州
は
公
共
信
託
の
受
託
者
と
し
て
、

（40）（41a）
（42）
（41b）
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公
共
信
託
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
利
益
に
対
し
て
有
害
な
方
法
で
水
を
専
用
す
る
既
得
権
を
持
た
な
い
よ
う
に
、
州
内
の
水
に
つ
い
て

監
督
的
な
統
制
権
を
維
持
す
る
（Id., at p.445

）。　

一
度
州
が
専
用
許
可
を
行
っ
て
も
、
公
共
信
託
は
、
専
用
さ
れ
た
水
の
取
水
と

利
用
に
関
し
て
継
続
的
な
監
督
の
義
務
を
課
す
。
公
共
の
利
益
に
鑑
み
て
配
分
す
る
と
い
う
主
権
的
権
限
を
行
使
す
る
際
、
州
は
、
現

在
の
知
識
に
照
ら
し
て
正
し
く
な
い
場
合
や
現
在
の
需
要
か
ら
見
て
整
合
的
で
な
い
場
合
に
は
、
過
去
に
行
っ
た
配
分
に
関
す
る
決
定

に
と
ら
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
州
は
配
分
に
関
す
る
決
定
を
見
直
す
権
限
を
持
つ
。
い
か
な
る
既
得
権
も
そ
の
見
直
し
を
妨
げ
な

い
。
…

　
　

こ
の
画
期
的
な
決
定
は
、
開
墾
局
の
議
論
を
直
接
反
駁
し
、
次
の
議
論
に
確
固
た
る
基
礎
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
曰
く
、
州
が

Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
を
通
じ
て
専
用
許
可
に
つ
い
て
継
続
的
に
権
限
を
持
ち
、
過
去
に
行
っ
た
配
分
決
定
を
自
由
に
見
直
す
こ
と
が
で
き
る

（N
ational A

udubon Society v. Superior Court, supra, 33 Cal. 3d at p.447

）。
…
計
画
に
含
ま
れ
た
魚
類
お
よ
び
野
生
生
物

を
保
護
す
る
と
い
う
目
的
は
、
合
理
的
な
保
護
の
レ
ベ
ル
を
提
供
す
る
た
め
に
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
決

定
は
、
行
政
記
録
の
審
査
や
恣
意
的
専
断
的
行
為
の
証
明
が
な
い
限
り
支
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…

　

要
約
す
る
と
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
評
価
の
過
程
は
、
留
保
さ
れ
た
権
限
の
適
法
な
行
使
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
事
後
的
に
見
る
と
、

州
の
上
級
審
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
公
共
信
託
権
限
の
適
切
な
行
使
で
あ
る
。
曰
く
、「
州
は
、
水
資
源
の
計
画
・
配
分
に
お
い
て
公

共
信
託
を
考
慮
し
、
可
能
な
場
合
に
は
常
に
公
共
信
託
的
利
用
を
保
護
す
る
積
極
的
な
義
務
を
負
う
…
」。
…

　

結
論
と
し
て
、
当
裁
判
所
は
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
魚
類
お
よ
び
野
生
生
物
を
保
護
す
る
た
め
の
水
質
基
準
が
有
効
な
権
限
行
使
に
よ
っ
て

適
法
に
策
定
さ
れ
た
と
考
え
る
。
最
終
的
職
務
執
行
令
状
を
付
与
し
、
手
続
を
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
差
し
戻
し
、
計
画
とD

1485

を
取
り
消

す
旨
の
判
決
は
、
職
務
執
行
令
状
の
発
行
を
拒
否
す
る
方
向
で
破
棄
さ
れ
る
。

　

判
決
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
清
浄
水
法
お
よ
び
ポ
ー
タ
ー
＝
コ
ロ
ー
ニ
ュ
水
質
管
理
法
を
根
拠
と
し
て
、
州
水
資
源
管
理
委
員
会

（43）

（41c）
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（
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
）
の
水
質
基
準
策
定
権
限
や
利
水
事
業
（
州
利
水
事
業
［
Ｓ
Ｗ
Ｐ
］
だ
け
で
は
な
く
連
邦
利
水
事
業
［
Ｃ
Ｖ
Ｐ
］
も
含

む
）
の
規
制
権
限
を
肯
定
し
た
。
そ
し
て
、
既
存
の
水
利
権
に
基
づ
く
取
水
量
の
削
減
を
求
め
る
方
向
で
規
制
権
限
を
行
使
す
る
よ
う

命
ず
る
際
に
、
モ
ノ
湖
事
件
判
決
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
を
援
用
し
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
差
し
戻
し
た
。
公
共
信
託
法
理
は
、
環
境
行

政
法
規
を
補
完
す
る
形
で
援
用
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、「
裁
判
所
の
鉾
」
と
し
て
機
能
し
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
本
判
決
後
に
は
、
Ｃ

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
ベ
イ
・
デ
ル
タ
計
画
と
呼
ば
れ
る
合
意
形
成
の
試
み
が
生
ま
れ
、
二
〇
〇
七
年
ご
ろ
ま
で
続
い
た
。

　

次
に
、
⑩Lucas
判
決
お
よ
び
⑪Casitas

判
決
の
「
行
政
の
盾
」
と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
両
判
決
の
判
旨
は
、
次

の
よ
う
に
総
括
さ
れ
る
。
規
制
に
よ
っ
て
土
地
価
格
が
完
全
に
ゼ
ロ
に
な
る
場
合
に
は
、
正
当
な
補
償
が
必
要
な
収
用
に
該
当
す
る
。

し
か
し
、
規
制
が
土
地
の
価
値
を
全
て
奪
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
あ
た
る
場
合
や
奪
わ
れ
る
価

値
が
所
有
者
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
権
利
に
含
ま
れ
な
い
場
合
に
は
、
補
償
は
不
要
で
あ
る
。
⑩Lucas

判
決
後
、
公
共
信
託
法
理

は
、
損
失
補
償
請
求
に
対
す
る
反
論
と
し
て
援
用
さ
れ
る
機
会
が
増
え
た
。T

ulare Lake Basin v. U
nited States

は
、
既
存
の

水
利
権
に
基
づ
く
取
水
量
削
減
請
求
を
棄
却
し
損
失
補
償
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑪Casitas M

un. W
ater D

ist. v. 

U
nited States

は
、
損
失
補
償
請
求
に
つ
い
て
、
合
衆
国
政
府
に
よ
る
公
共
信
託
法
理
に
基
づ
く
反
論
を
退
け
た
が
、
成
熟
性
が
な

い
と
し
て
却
下
し
た
。

⑩　

Lucas v. South Carolina Coastal Council

　

原
告
は
、
一
九
八
六
年
に
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
郡
に
お
い
て
二
区
画
の
宅
地
を
購
入
し
た
。
一
九
八
八
年
に
は
、

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
議
会
が
海
浜
管
理
法
（Beach M

anagem
ent A

ct
）
を
制
定
し
た
。
同
法
の
制
定
・
施
行
は
、
原
告
が
所
有

す
る
二
区
画
に
お
け
る
居
住
用
建
物
の
建
築
を
禁
止
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
州
裁
判
所
の
事
実
審
は
、
同
法
に
よ
る
居
住
用
家
屋

の
建
築
禁
止
に
よ
り
、
原
告
が
所
有
す
る
土
地
が
「
無
価
値
」
に
な
っ
た
と
認
定
し
た
。
本
件
に
お
い
て
、
当
裁
判
所
は
、
第
五
修
正

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（
85
）

（
86
）

（
87
）
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お
よ
び
第
一
四
修
正
に
い
う
私
有
財
産
の
収
用
に
該
当
す
る
か
否
か
─
収
用
に
該
当
す
る
場
合
に
は
「
正
当
な
補
償
」
の
支
払
い
を
義

務
付
け
ら
れ
る
─
の
決
定
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

規
制
に
よ
っ
て
財
産
権
の
制
約
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
損
失
補
償
の
支
払
い
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
物
理
的
な
「
侵

害
」
の
場
合
に
は
、
損
失
補
償
の
支
払
い
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
第
二
に
、
規
制
に
よ
っ
て
経
済
的
に
有
益
的
・
生
産
的
な
土
地
利
用

が
否
定
さ
れ
る
場
合
に
も
、
損
失
補
償
の
支
払
い
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
土
地
利
用
規
制
が
現
実
に
州
の
正
当
な
利
益
を
推
進
し
な
い

か
、
所
有
者
の
土
地
の
経
済
的
に
実
現
可
能
な
利
用
を
否
定
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

場
合
に
は
、
第
五
修
正
が
規
定
す
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。

　

我
々
は
、
こ
の
ル
ー
ル
を
正
当
化
す
る
理
由
を
説
明
し
た
こ
と
は
な
い
。
簡
単
に
い
う
と
、
ブ
レ
ナ
ン
判
事
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、

所
有
者
か
ら
見
れ
ば
、
有
益
的
使
用
の
完
全
な
剥
奪
は
、
物
理
的
剥
奪
と
等
価
で
あ
る
。
土
地
に
と
っ
て
収
用
に
あ
た
る
も
の
は
利
益

に
と
っ
て
の
何
か
。
確
か
に
、
少
な
く
と
も
、
土
地
の
生
産
的
・
経
済
的
な
有
益
的
使
用
が
許
容
さ
れ
な
い
例
外
的
状
況
に
お
い
て
、

立
法
府
が
万
人
に
と
っ
て
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
の
平
均
的
互
換
性
の
保
証
と
い
う
方
法
で
便
益
と
負
担
を
調
整
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

と
の
通
常
の
仮
定
に
ふ
け
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
規
制
に
よ
っ
て
政
府
が
無
補
償
で
私
有
財
産
の
価
値
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
許
容
す
る
機
能
的
基
礎
は
、
…
…
政
府
が
全
て
の
経
済
的
に
有
益
な
使
用
を
剥
奪
す
る
と
い
う
比
較
的
稀
な
状
況
に
は
当
て

は
ま
ら
な
い
。

　

逆
サ
イ
ド
か
ら
見
る
と
、
損
失
補
償
の
義
務
付
け
を
積
極
的
に
支
持
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
に
有
益
的
ま
た
は
生
産
性
の
あ
る
選
択

肢
を
残
さ
ず
に
土
地
所
有
者
を
放
置
す
る
規
制
…
…
が
、
深
刻
な
公
的
侵
害
を
緩
和
す
る
と
い
う
装
い
の
下
で
私
有
財
産
が
あ
る
種
の

公
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
形
に
押
し
込
め
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
高
い
リ
ス
ク
を
伴
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ブ
レ
ナ
ン
判
事
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
政
府
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
規
制
を
通
じ
て
開
放
空
間
を
保
護
す
る
こ
と
か
ら
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得
ら
れ
る
公
衆
の
便
益
は
、
公
用
収
用
と
い
う
形
式
で
野
生
生
物
保
護
区
を
創
造
し
た
り
、
私
有
財
産
を
水
没
さ
せ
て
ダ
ム
を
建
設
す

る
こ
と
に
よ
り
電
力
の
生
産
を
増
加
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
便
益
同
様
に
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。」

　

し
ば
し
ば
表
明
さ
れ
る
信
念
─
不
動
産
の
所
有
者
が
共
通
善
の
た
め
と
の
理
由
で
全
て
の
経
済
的
な
有
益
的
利
用
を
犠
牲
に
す
る
、

す
な
わ
ち
、
彼
の
財
産
を
経
済
的
に
無
為
な
状
態
に
留
め
置
く
よ
う
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
財
産
権
を
収
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
─
に

は
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

確
か
に
、
既
存
の
判
旨
の
多
く
は
、
有
害
ま
た
は
不
健
全
な
利
用
（harm

ful or noxious uses

）
が
政
府
に
よ
る
規
制
に
よ
っ
て

損
失
補
償
の
義
務
付
け
な
し
に
禁
止
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
最
高
裁
は
、
当
該
原
理
が
本
件
を
決
定

付
け
る
と
結
論
付
け
た
が
、
こ
の
判
断
は
拙
速
に
過
ぎ
る
。
有
害
ま
た
は
不
健
全
な
利
用
原
理
は
、
収
用
に
は
正
当
な
補
償
が
必
要
で

あ
る
旨
の
規
定
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
政
府
が
な
ぜ
規
制
に
よ
っ
て
無
補
償
で
財
産
権
の
価
値
に
影
響
を
与
え
て
よ
い
の
か
─
州
の
ポ
リ

ス
パ
ワ
ー
の
対
象
に
つ
い
て
明
示
的
に
認
め
て
い
る
現
実
─
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
理
論
的
な
用
語
で
説
明
す
る
た
め
の
初
期
の
試
み

で
あ
る
。
…
…
有
害
ま
た
は
不
健
全
な
利
用
の
分
析
は
、
土
地
利
用
規
制
が
正
当
な
州
の
利
益
を
実
質
的
に
促
進
す
る
場
合
に
は
補
償

を
必
要
と
す
る
収
用
に
該
当
し
な
い
旨
の
よ
り
現
代
的
な
言
明
の
原
型
に
過
ぎ
な
い
。

　

初
期
の
有
害
な
利
用
の
統
制
へ
の
焦
点
か
ら
、
政
府
が
無
補
償
で
規
制
を
行
え
る
広
い
領
域
の
現
代
的
な
理
解
へ
の
移
行
は
簡
単
で

あ
る
。「
侵
害
を
防
止
す
る
規
制
」
と
「
便
益
を
与
え
る
規
制
」
の
区
別
は
、
し
ば
し
ば
見
物
人
の
目
か
ら
見
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

…
…
あ
る
制
約
が
隣
接
す
る
区
画
か
ら
の
「
侵
害
」
の
緩
和
で
あ
る
か
「
便
益
」
の
確
保
で
あ
る
か
は
、
そ
の
制
約
が
重
視
す
る
利
用

に
関
す
る
観
察
者
の
評
価
に
よ
り
け
り
で
あ
る
。
…
…
ル
ー
カ
ス
に
よ
る
所
有
区
画
上
の
単
身
世
帯
の
住
宅
建
設
が
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
の
当
該
区
画
周
辺
の
生
態
資
源
に
「
侵
害
」
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
の
育
成
に
お
い
て
州
の
利
用

利
益
が
非
常
に
重
大
で
あ
り
全
て
の
対
抗
す
る
利
用
が
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
表
現
者
が
信
じ
る
か
否
か
に
よ
り
け
り
で
あ
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る
。

　
「
有
害
な
利
用
の
禁
止
」
が
規
制
に
よ
る
価
値
の
減
少
を
支
持
す
る
た
め
に
必
要
な
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
正
当
化
の
初
期
の
定
式
化
に
過

ぎ
ず
、「
侵
害
的
利
用
を
防
止
す
る
規
制
」
と
「
便
益
を
与
え
る
規
制
」
の
区
別
が
、
客
観
的
で
価
値
判
断
を
離
れ
た
ベ
ー
ス
で
困
難

で
あ
る
と
す
る
と
、
有
害
な
利
用
の
論
理
が
、
補
償
を
必
要
と
す
る
規
制
に
よ
る
収
用
か
ら
補
償
を
必
要
と
し
な
い
規
制
に
よ
る
剥
奪

を
区
別
す
る
試
金
石
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
…
…
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
最
高
裁
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
マ
オ
ン

（M
ahon

）
事
件
に
よ
る
無
補
償
で
行
使
さ
れ
る
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
限
界
に
関
す
る
線
引
き
を
無
効
に
し
て
し
ま
う
。

　

州
が
土
地
か
ら
全
て
の
経
済
的
な
有
益
的
利
用
を
剥
奪
す
る
規
制
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
資
産
の
性
格
に
関
す
る
論
理
的
に

先
行
す
る
調
査
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
た
使
用
に
関
す
る
利
益
が
彼
の
権
利
の
一
部
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
示
す
な
ら
、
州
は
補
償
に
抵

抗
で
き
る
、
と
考
え
る
。
こ
れ
は
収
用
を
め
ぐ
る
判
例
の
判
断
と
平
仄
が
一
致
す
る
。
判
例
の
判
断
は
、
彼
ら
が
財
産
へ
の
権
利
を
得

た
際
に
取
得
し
た
権
利
の
束
の
内
容
に
関
す
る
市
民
の
理
解
お
よ
び
権
利
の
束
に
関
す
る
州
の
権
限
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
に
導
か
れ
て

い
る
。
財
産
の
所
有
者
は
、
正
統
な
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
行
使
に
よ
り
州
が
新
た
に
制
定
し
た
様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
彼
の
財
産
の
使
用

が
時
と
し
て
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
予
見
し
て
い
る
。
…
…
し
か
し
、［
動
産
の
場
合
と
異
な
り
、］
土
地
の
場
合
に
は
、
委
員
会
が
主
張

す
る
、
権
利
は
州
が
全
て
の
経
済
的
に
価
値
の
あ
る
使
用
を
排
除
で
き
る
と
い
う
何
ら
か
の
「
黙
示
的
制
限
」
に
服
し
て
い
る
と
い
う

見
解
は
、
憲
法
文
化
の
一
部
と
な
っ
た
収
用
条
項
に
記
録
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
協
定
と
の
一
貫
性
に
欠
け
る
。
…
…

　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
原
理
が
申
立
人
の
全
て
の
居
住
用
家
屋
や
生
産
的
な
土
地
改
良
の
設
置
を
防
ぐ
と
は
考
え
に
く
い
。
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
原
理
が
土
地
の
不
可
欠
な
利
用
の
禁
止
を
支
持
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
差
戻
し
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
原
理

は
州
法
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
件
で
勝
訴
す
る
た
め
に
は
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
、
ル
ー
カ
ス
が
望
む
使
用
は
公

共
の
利
益
と
矛
盾
す
る
と
い
う
立
法
府
の
宣
言
、
ま
た
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
「
他
人
の
財
産
を
侵
害
し
な
い
形
で
自
ら
の
財
産
を
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使
用
せ
よ
（sic utere tuo ut alienum

 non laedas

）」
と
い
う
格
言
に
反
し
な
い
と
の
決
定
的
な
断
言
の
申
し
出
以
上
の
こ
と
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
州
は
独
断
で
補
償
な
し
に
私
有
財
産
を
公
有
財
産
に
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
。
サ
ウ

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
、
財
産
が
現
時
点
で
見
ら
れ
る
状
況
に
お
い
て
彼
が
現
在
意
図
す
る
使
用
を
禁
止
す
る
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
お
よ
び
財
産

法
の
背
景
的
原
理
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
州
は
、
そ
の
よ
う
な
有
益
的
使
用
を
禁

止
す
る
に
あ
た
り
、
海
浜
管
理
法
は
何
も
収
用
し
て
い
な
い
と
正
当
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

州
最
高
裁
へ
破
棄
差
戻
し
。［
差
戻
し
後
、
州
最
高
裁
は
、
ル
ー
カ
ス
に
よ
る
完
全
な
収
用
に
対
す
る
損
失
補
償
請
求
を
否
定
す
る

州
法
上
の
制
約
が
ル
ー
カ
ス
の
権
利
に
つ
き
存
在
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
事
実
認
定
を
行
い
、
州
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な
制
約
な
し
と

認
定
し
、
ル
ー
カ
ス
の
損
失
補
償
請
求
は
認
容
さ
れ
た
。］

⑪　

Casitas M
un. W

ater D
ist. v. U

nited States

　

カ
シ
ー
タ
ス
市
水
区
（
以
下
「
カ
シ
ー
タ
ス
」）
は
、
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
川
事
業
を
運
用
し
て
い
る
。
同
事
業
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
郡
─
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
北
西
約
六
〇
マ
イ
ル
に
位
置
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
南
部
の
海
岸
沿
い
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
─
に
お
い
て
、
家
庭
・
産
業
・
農
業
を
営
む
顧
客
に
対
し
て
水
を
供
給
し
て
い
る
。
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
原
告
は
、

ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
川
か
ら
ロ
ー
ブ
ル
ズ
・
カ
シ
ー
タ
ス
運
河
に
取
水
す
る
た
め
の
構
造
物
で
あ
る
ロ
ー
ブ
ル
ズ
取
水
ダ
ム
を
運
用
し
て
い

る
。
…
…
原
告
の
顧
客
に
給
水
さ
れ
る
水
は
カ
シ
ー
タ
ス
湖
に
貯
水
さ
れ
る
。

　

原
告
に
よ
る
取
水
お
よ
び
水
利
使
用
は
、
州
水
資
源
管
理
委
員
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
）
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
免
許
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
い
る
。

　

一
九
五
九
年
の
完
成
以
来
一
九
九
〇
年
代
後
半
ま
で
、
カ
シ
ー
タ
ス
は
免
許
の
条
件
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九

九
七
年
八
月
に
は
、
国
家
海
洋
漁
業
局
（
Ｎ
Ｍ
Ｆ
Ｓ
）
は
西
海
岸
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
ト
ラ
ウ
ト
を
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
種
の
保
存
法

（
88
）
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（
Ｅ
Ｓ
Ａ
）
に
基
づ
く
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
種
に
指
定
し
た
。
事
業
の
運
用
に
よ
っ
て
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
ト
ラ
ウ
ト
に
害
が
生
じ

た
場
合
、
カ
シ
ー
タ
ス
は
民
事
上
ま
た
は
刑
事
上
の
法
的
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

二
〇
〇
三
年
三
月
三
一
日
、
Ｎ
Ｆ
Ｗ
Ｓ
は
、
生
物
学
的
知
見
を
発
行
し
た
。
こ
の
生
物
学
的
知
見
は
、
生
物
学
的
評
価
に
お
け
る
提

案
─
ロ
ー
ブ
ル
ズ
魚
道
施
設
の
建
設
お
よ
び
運
用
─
は
、
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
の
継
続
的
存
続
を
危
機
に
陥
れ
な
い
が
、
偶
発
的
捕
獲

の
可
能
性
は
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
生
物
学
的
知
見
は
、
カ
シ
ー
タ
ス
お
よ
び
開
墾
局
が
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
の
偶
発
的
捕
獲
を
最
小

化
す
る
た
め
の
非
裁
量
的
で
あ
り
合
理
的
か
つ
賢
明
な
施
策
を
実
施
し
た
場
合
に
はESA

 Sec.7

（o

）（2

） 

に
基
づ
く
責
任
を
免
除
さ

れ
る
旨
の
偶
発
的
捕
獲
声
明
を
含
ん
で
い
た
。
ま
た
、
生
物
学
的
知
見
は
、
ロ
ー
ブ
ル
ズ
運
用
基
準
と
呼
ば
れ
る
生
物
学
的
知
見
基
準

で
あ
る
流
水
レ
ジ
ー
ム
の
実
施
を
義
務
付
け
て
い
た
。
こ
の
流
水
レ
ジ
ー
ム
は
、
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
が
上
流
の
産
卵
場
へ
移
動
す
る

時
期
に
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
川
に
お
い
て
適
切
な
水
流
を
維
持
す
る
た
め
、
原
告
が
バ
イ
パ
ス
さ
せ
る
べ
き
維
持
流
量
を
増
加
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
新
た
な
基
準
の
下
で
は
、
魚
類
の
移
動
増
加
期
（
毎
年
一
月
一
日
か
ら
六
月
三
〇
日
）
に
は
移
動
を
惹
起
す
る
暴
風
雨

（
一
五
〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
以
上
）
の
後
の
最
初
の
一
〇
日
間
は
五
〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
を
超
え
る
流
量
の
維
持
、
ま
た
、
ロ
ー
ブ
ル
ズ
取

水
ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
三
〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
を
超
え
る
暴
風
雨
間
の
時
期
に
は
三
〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
流
量
の
維
持
が
必
要
で
あ

る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
生
物
学
的
知
見
は
、
魚
類
の
移
動
増
加
期
以
外
の
時
期
に
は
歴
史
的
な
一
九
五
九
年
基
準
─
一
般
的
に
は
二
〇

立
方
フ
ィ
ー
ト
が
放
流
さ
れ
る
─
に
戻
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
た
。

　

流
水
レ
ジ
ー
ム
は
原
告
が
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
る
放
流
量
を
歴
史
的
な
一
九
五
九
年
基
準
で
あ
る
二
〇
立
方
フ

ィ
ー
ト
か
ら
生
物
学
的
知
見
基
準
に
基
づ
く
五
〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
に
増
加
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
生
物
学
的
知
見
は
次
の
よ
う
に

示
唆
し
て
い
た
。
ロ
ー
ブ
ル
ズ
施
設
に
お
け
る
魚
類
保
護
作
戦
が
、
危
機
的
な
長
期
渇
水
の
間
も
カ
シ
ー
タ
ス
湖
に
お
け
る
貯
水
へ
の

影
響
を
「
最
小
化
す
る
」
貯
水
池
保
護
手
段
を
発
展
さ
せ
た
。
…
…
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生
物
学
的
知
見
は
、
こ
の
章
に
お
い
て
記
載
さ
れ
た
操
作
は
魚
道
操
作
の
開
始
か
ら
五
年
後
以
降
に
見
直
さ
れ
る
と
追
加
的
に
規
定

し
て
い
た
。

　

二
〇
〇
四
年
一
二
月
九
日
、
カ
シ
ー
タ
ス
は
、
魚
が
ロ
ー
ブ
ル
ズ
・
カ
シ
ー
タ
ス
運
河
に
入
る
こ
と
を
防
ぎ
、
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
川
に

誘
導
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
ブ
ル
ズ
魚
道
施
設
を
開
設
し
た
。
し
か
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ト
ラ
ウ
ト
社
（Califor-

nia T
rout, Inc., Cal T

rout

）
は
、
カ
シ
ー
タ
ス
の
免
許
を
生
物
学
的
知
見
の
要
件
に
合
致
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
対
し

て
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
一
日
に
不
服
申
立
て
を
行
っ
た
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、Cal T

rout

に
対
し
て
、
州
法
上
の
義
務
と
生
物
学
的
知
見
が
発
行
さ
れ
た
Ｅ
Ｓ
Ａ
上
の
義
務
は
重
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
全
く
同
一
で
は
な
い
と
の
意
見
を
述
べ
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
聴
聞
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
免
許
の
条
件
を
生
物
学
的
知
見
に
合

致
さ
せ
る
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
助
言
し
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
水
利
権
の
申
請
が
最
初
に
承
認
さ
れ
た
時
に
は
公
共

信
託
的
利
用
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
が
絶
滅
危
惧
種
リ
ス

ト
に
掲
載
さ
れ
る
前
に
水
利
権
の
申
請
を
承
認
し
た
こ
と
か
ら
、
カ
シ
ー
タ
ス
の
免
許
の
条
件
の
再
考
慮
を
保
障
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
認
め
た
。
し
か
し
、
他
方
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
次
の
よ
う
に
も
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
シ
ー
タ
ス
は
、
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ

ド
ト
ラ
ウ
ト
を
保
護
す
る
た
め
の
他
の
規
制
に
よ
る
義
務
に
服
し
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
何
も
し
な
い
と
し
て
も
保
護
策
を
講
ず
る
と
い
う

意
思
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
本
件
に
お
い
て
公
共
信
託
手
続
を
始
め
る
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
る
に

あ
た
っ
て
の
要
考
慮
事
項
で
あ
る
。Cal T

rout

の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
聴
聞
を
支
援
す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、Cal 

T
rout

に
対
し
て
、
生
物
学
的
知
見
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る
魚
道
・
運
用
基
準
そ
の
他
の
施
策
の
根
拠
と
な
る
全
て
の
科
学
的
証

拠
を
提
出
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
一
月
、Cal T

rout

が
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
行
っ
て
い
る
間
、
原
告
カ
シ
ー
タ
ス
は
、
被
告
合
衆
国
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が
生
物
学
的
知
見
に
基
づ
く
運
用
基
準
の
遵
守
を
原
告
に
強
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
墾
局
は
原
告
と
の
契
約
を
履
行
し
て
い
な
い
か
、

原
告
の
財
産
を
損
失
補
償
な
し
に
収
用
し
て
お
り
第
五
修
正
に
違
反
し
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
し
て
、
当
裁
判
所
に
お
い
て

被
告
を
提
訴
し
た
。
魚
道
施
設
の
建
設
費
用
お
よ
び
取
水
で
き
な
か
っ
た
水
の
損
失
補
償
と
し
て
、
約
九
五
〇
〇
万
ド
ル
を
請
求
し
た
。

　

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
当
裁
判
所
（
合
衆
国
請
求
裁
判
所
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
請
求
を
却
下
し
た
。
第
一
に
、
合
衆
国
政
府

が
仮
に
カ
シ
ー
タ
ス
と
の
間
の
債
務
を
履
行
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
主
権
的
行
為
の
法
理
が
適
用
さ
れ
、
政
府
は
賠
償
責
任
を
負
わ

な
い
。
第
二
に
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
収
用
は
、
物
理
的
収
用
ま
た
は
規
制
に
よ
る
収
用
の
い
ず
れ
の
性
格
を
有
す
る
か
。
規

制
に
よ
る
収
用
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
。

　

Ⅰ
Ａ　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
水
法
に
お
い
て
補
償
の
対
象
と
な
る
唯
一
の
権
利
は
、
有
益
的
使
用
を
行
う
権
利
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

第
五
修
正
に
基
づ
く
規
制
に
よ
る
収
用
に
つ
い
て
正
当
な
補
償
を
得
る
た
め
に
は
、
原
告
は
、
有
益
的
使
用
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｂ　

被
告
は
、
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
ト
ラ
ウ
ト
が
、
公
共
信
託
資
源
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
そ
の
保
全
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
説
得
的
に
示
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
九
年
基
準
に
基
づ
く
運
用
が
ス
テ
ィ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
ト
ラ
ウ
ト

へ
の
侵
害
を
惹
起
し
て
い
る
こ
と
も
示
し
た
。
し
か
し
、
一
度
は
家
庭
用
ま
た
は
灌
漑
用
と
さ
れ
た
水
を
魚
類
の
必
要
に
仕
え
る
た
め

に
振
り
向
け
る
こ
と
が
公
共
の
利
益
に
適
う
と
い
う
こ
と
ま
で
は
証
明
し
て
い
な
い
。

　

モ
ノ
湖
事
件
の
基
準
に
従
っ
て
、「
被
告
は
、
カ
シ
ー
タ
ス
の
様
々
な
使
用
と
生
物
学
的
知
見
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
使
用
の
衡
量

に
お
い
て
、
魚
に
有
利
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
証
明
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
被

告
の
反
論
は
成
功
し
て
い
な
い
。

　

Ｃ　
「
被
告
は
、
原
告
に
よ
る
損
失
補
償
請
求
に
対
す
る
独
立
し
た
防
御
と
し
て
、
公
共
信
託
法
理
お
よ
び
合
理
的
使
用
に
加
え
て
、
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
魚
類
動
物
法
五
九
三
七
条
の
適
用
を
主
張
す
る
。
被
告
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
魚
類
動
物
局
と
カ
シ
ー
タ
ス
の

河
床
変
更
合
意
の
条
件
と
し
て
ダ
ム
の
下
流
の
魚
が
『
良
好
な
状
態
』
で
あ
る
─
五
九
三
七
条
の
要
件
で
あ
る
─
こ
と
を
保
障
す
る
た

め
に
、
原
告
が
十
分
な
水
量
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。

　

被
告
の
議
論
の
難
点
は
、
生
物
学
的
知
見
の
運
用
基
準
が
、
カ
シ
ー
タ
ス
に
対
し
て
五
九
三
七
条
と
同
じ
制
約
を
課
し
て
い
る
と
仮

定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
九
三
七
条
は
、
生
物
学
的
知
見
と
五
九
三
七
条
が
一
つ
で
同
じ
要
件
で
あ
る
か
否
か
を
決
定

す
る
た
め
の
定
量
的
基
準
を
規
定
し
て
い
な
い
。
五
九
三
七
条
は
『
良
好
な
状
態
』
を
定
義
し
て
お
ら
ず
、
ダ
ム
の
下
流
の
ど
れ
だ
け

離
れ
た
場
所
ま
で
魚
に
と
っ
て
良
好
な
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
示
し
て
も
い
な
い
。」
…
…

　

Ⅲ　

一
九
五
九
年
基
準
に
代
わ
っ
て
生
物
学
的
知
見
基
準
が
採
用
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
現
実
ま
た
は
潜
在
的
顧
客
へ
の
給
水
量
が

削
減
さ
れ
た
場
合
に
は
、
カ
シ
ー
タ
ス
の
有
益
的
使
用
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。N

.W
. Louisiana Fish &

 Gam
e Pres. 

Com
m

ʼn v. U
nited States, 446 F.3d 1286 (Fed. Cir. 2006).

…
…
し
か
し
、「
原
告
は
、
生
物
学
的
知
見
の
結
果
と
し
て
カ
シ
ー

タ
ス
に
よ
る
給
水
の
削
減
が
現
実
に
行
わ
れ
た
と
の
証
拠
を
示
し
て
い
な
い
」。　

本
件
損
失
補
償
請
求
は
成
熟
性
に
欠
け
る
。
却
下
。

　

オ
ー
ウ
ェ
ン
は
、
適
用
要
件
や
適
用
手
続
が
明
確
で
は
な
い
こ
と
や
、
適
用
の
前
提
と
し
て
の
情
報
収
集
に
関
す
る
権
能
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
信
託
法
理
の
裁
判
所
の
鉾
と
し
て
の
使
い
勝
手
は
良
く
な
い
と
評
価
し
て
い
る
（
後
掲
四
─
4
。
確
か
に
カ

シ
ー
タ
ス
に
お
け
る
適
用
要
件
は
明
確
で
は
な
い
）。

四
─
3　

行
政
の
盾
と
し
て
の
公
共
信
託
法
理

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
州
水
資
源
管
理
委
員
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
）
に
関
す
る
実
証
研
究
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
裁
判
所
の
「
鉾
」
で
は
な
く
、
行
政
の
「
盾
」
と
し
て
機
能
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
四
年
か
ら
二

〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
六
二
件
の
決
定
の
う
ち
五
六
％
・
五
五
九
件
の
命
令
の
う
ち
四
三
％
（
決
定
お
よ
び
命
令
を
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あ
わ
せ
て
四
四
％
）
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
に
言
及
し
た
。
ま
た
、
五
〇
％
の
決
定
お
よ
び
八
％
の
命
令
（
決
定
と
命
令
を
あ
わ

せ
て
一
二
％
）
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
自
己
の
活
動
や
活
動
制
限
の
正
当
化
の
根
拠
と
し
て
公
共
信
託
法
理
を
援
用
し
た
。
最
も

多
い
の
は
、
専
用
許
可
の
条
件
と
し
て
の
最
低
流
量
（
維
持
流
量
）
確
保
の
義
務
付
け
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
信
託
財
産
へ
の
影
響
が

あ
る
場
合
に
は
、
新
規
の
専
用
許
可
処
分
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

注
目
す
べ
き
点
は
、
公
共
信
託
法
理
が
援
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
制
定
法
（
環
境
行
政
法
規
）
が
併
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
州
法
で
は
、
水
利
使
用
に
追
加
的
な
制
約
を
課
す
際
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
環
境
質
法
（
Ｃ
Ｅ
Ｑ
Ａ
）
が
、
資
源
や
野
生

生
物
保
護
の
根
拠
と
し
て
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
魚
類
鳥
獣
法
（California Fish and Gam

e Code

）・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
水
法
（Cali-

fornia W
ater Code

）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
援
用
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
法
の
中
で
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
、
公
共
信
託
法
理
の
救
済
手
段
と

し
て
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
種
の
保
存
法
（
Ｅ
Ｓ
Ａ
）
の
遵
守
を
命
じ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
モ
ノ
湖
事
件
判
決
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
公
共
信
託
法
理
に
基
づ
き
既
存
の
権
利
の
見
直
し
を
行
う
権
限
を
も
有
す
る
と

し
た
が
、
同
程
度
ま
で
踏
み
込
ん
だ
の
は
⑨U

nited States v. State W
ater Resources Control Board

（
ラ
カ
ネ
リ
判
決
）
の

み
で
あ
る
。

　

総
括
す
る
と
、
モ
ノ
湖
事
件
後
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
水
資
源
管
理
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
は
モ
ノ
盆
地
の
環
境
改
善
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
全
体
に
広
く
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
も
、
環
境
行
政
法
規
の
役
割
を
超
え
る
も

の
で
も
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四
─
4　

モ
ノ
湖
事
件
後
の
米
国
水
法
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
の
評
価

　

で
は
、
な
ぜ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
水
資
源
管
理
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
の
役
割
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

公
共
信
託
法
理
は
、
手
続
上
の
義
務
を
課
さ
な
い
た
め
、
同
法
理
を
適
用
す
る
た
め
に
は
他
の
法
令
の
手
続
を
借
り
る
し
か
な
い
。

（
89
）

（
90
）
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例
え
ば
、
水
利
権
の
専
用
許
可
手
続
に
つ
い
て
は
州
水
法
を
、
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
環
境
質
法
（
Ｃ
Ｅ
Ｑ

Ａ
）
の
手
続
を
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
公
共
信
託
法
理
に
適
用
手
続
が
な
い
こ
と
は
、
二
つ
の
文
脈
で
─
行
政
手
続
お

よ
び
情
報
収
集
と
い
う
点
か
ら
─
問
題
で
あ
る
。

　

第
一
の
課
題
は
、
行
政
手
続
上
の
問
題
で
あ
り
、
二
点
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
水
利
権
者
が
、
単
に
既
存
の
権
利
を
行
使
し
、

新
規
申
請
や
専
用
許
可
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
州
水
法
や
Ｃ
Ｅ
Ｑ
Ａ
の
手
続
は
適
用
さ
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
法
令
に
基
づ
く

公
共
信
託
財
産
へ
の
影
響
評
価
は
行
わ
れ
な
い
。
公
共
信
託
法
理
に
適
用
手
続
が
な
い
以
上
、
何
も
起
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。
次
に
、

環
境
行
政
法
規
の
手
続
は
適
用
さ
れ
る
が
、
法
令
上
、
州
水
資
源
管
理
委
員
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
）
に
手
続
へ
の
参
加
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
水
利
権
者
は
、
し
ば
し
ば
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
種
の
保
存
法
（
Ｅ
Ｓ
Ａ
）
七
条
の
協
議
手
続
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
手
続
に
お
い
て
、
魚
類
野
生
生
物
保
護
局
ま
た
は
海
洋
漁
業
局
が
、
提
案
さ
れ
た
活
動
が
保
護
さ
れ
た

種
を
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
状
態
に
追
い
や
る
か
否
か
、
ま
た
は
、
不
可
欠
な
生
息
地
を
悪
い
状
態
に
改
変
す
る
か
否
か
を
評
価
す
る

こ
と
に
な
る
。
協
議
の
過
程
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
の
活
動
に
よ
る
公
共
信
託
財
産
へ
の
影
響
に
つ
い
て
実
質
的
な
記
録
が
行
わ
れ
る
。

水
利
権
者
や
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
と
っ
て
重
要
な
公
共
信
託
義
務
の
評
価
を
行
う
機
会
を
提
供
す
る
。
し
か
し
、
協
議
は
連
邦
法
に
基
づ
き

連
邦
行
政
機
関
が
行
う
連
邦
法
上
の
手
続
で
あ
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
参
加
義
務
を
負
わ
な
い
。
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
既
存
の
水
利

権
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
協
議
に
参
加
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
反
応
を
示
す
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

　

上
記
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
解
決
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
権
利
に
つ
い
て
も
公
共
信
託
財

産
へ
の
影
響
に
つ
い
て
定
期
的
に
見
直
し
を
行
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
連
邦
法
上
の
意
思

決
定
過
程
に
お
い
て
既
存
の
水
利
権
が
公
共
信
託
財
産
に
与
え
る
影
響
が
評
価
さ
れ
る
際
に
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
意
思
決
定
過
程
に
自

主
的
に
参
加
す
れ
ば
よ
い
。
確
か
に
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
予
算
・
労
力
・
時
間
の
制
約
は
あ
り
、
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ

（
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ろ
う
が
、
環
境
破
壊
的
な
水
利
使
用
が
既
存
の
法
令
に
基
づ
い
て
見
直
さ
れ
る
ま
で
放
置
さ
れ
る
よ
り
は
ま
し
で
あ
る
。

　

第
二
の
課
題
は
、
情
報
収
集
に
お
け
る
制
約
で
あ
る
。
公
共
信
託
法
理
も
、
他
の
環
境
行
政
法
規
と
同
様
、
適
切
な
情
報
な
し
に
は

運
用
で
き
な
い
が
、
情
報
収
集
の
仕
組
み
は
な
い
。
と
は
い
え
、
他
の
法
令
の
手
続
を
使
え
ば
、
問
題
を
克
服
で
き
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
州
水
法
は
、
新
規
の
専
用
許
可
申
請
ま
た
は
既
存
の
水
利
権
に
つ
い
て
変
更
許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
は
、
情
報
提
供
を
義
務

付
け
て
い
る
（
一
二
六
〇
条
）。
Ｃ
Ｅ
Ｑ
Ａ
も
、
新
規
の
水
利
使
用
に
つ
い
て
、
申
請
者
に
対
し
て
情
報
開
示
を
義
務
付
け
る
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
公
共
資
源
法
二
一
〇
〇
〇
～
二
一
一
七
七
条
）。
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

申
請
者
に
対
し
て
追
加
的
に
根
拠
と
な
る
情
報
の
提
出
を
要
求
し
、
ま
た
は
、
異
議
申
立
人
は
追
加
的
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
連
邦
法
の
中
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
七
条
の
協
議
の
規
定
が
、
既
存
の
水
利
権
に
基
づ
く
水
利
使
用
の
公
共
信
託
財
産
へ
の
影
響
に
つ
い

て
情
報
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
変
更
許
可
の
目
的
が
取
水
点
ま
た
は
取
水
の
目
的
の
変
更
で
は
な
い
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
は
、
申
請
者
に
対
し

て
追
加
的
情
報
を
要
求
す
る
権
限
は
な
い
。
短
期
の
水
取
引
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｑ
Ａ
の
手
続
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
（
州
水
法

一
七
二
九
条
）。
公
共
信
託
法
理
は
、
取
水
に
よ
る
公
共
信
託
財
産
へ
の
影
響
を
継
続
的
に
再
評
価
す
る
義
務
を
課
す
が
、
実
効
的
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
欠
い
て
い
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
、
公
共
信
託
資
源
へ
の
脅
威
に
は
事
欠
か
ず
、
水
利
訴
訟
が
少
な
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
訴

訟
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
が
画
期
的
な
役
割
を
果
た
し
た
例
も
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
お
よ
び
他
の
行
政
機
関

に
お
け
る
モ
ノ
湖
事
件
後
の
三
〇
年
間
の
実
務
の
検
討
か
ら
は
、
行
政
過
程
の
方
が
改
革
の
場
と
し
て
有
望
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
、
既
存
の
権
利
の
見
直
し
で
は
な
く
新
規
の
申
請
や
申
立
て
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
公
共
信
託
財
産
を
保
護
し
て
い
る
。
ま
た
、
殆
ど
の
場
合
、
公
共
信
託
法
理
を
単
独
で
適
用
す
る
の
で
は
な
く
環
境
行
政
法
規
を
併

（
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用
し
て
い
る
。
公
共
信
託
法
理
が
、
環
境
行
政
法
規
と
併
用
さ
れ
る
背
景
に
は
、
環
境
行
政
法
規
の
よ
う
な
手
続
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
適
用
に
必
要
な
情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
モ
ノ
湖
事
件
を
め
ぐ
る
実
証
研
究
か
ら
は
、
公
共
信
託
法
理
の

「
実
効
性
」
は
、
強
い
て
い
え
ば
司
法
に
よ
る
判
決
で
は
な
く
行
政
に
よ
る
命
令
ま
た
は
決
定
に
求
め
ら
れ
る
が
、
総
じ
て
限
定
的
で

あ
る
と
の
評
価
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

翻
っ
て
、
環
境
法
律
家
の
世
界
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
の
支
持
者
も
反
対
者
も
、
公
共
信
託
法
理
に
基
づ
く
「
実
効
」
的
介
入

の
範
型
をBrow

n v. Board of Education

の
よ
う
な
判
決
に
よ
る
司
法
介
入
に
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、「
実
効
」
的
介
入
の
「
実

効
」
性
は
、
判
決
が
環
境
行
政
法
規
の
立
法
改
革
や
運
用
改
革
を
促
し
た
点
に
求
め
る
の
が
素
直
で
は
な
い
か
。

五　

水
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
公
共
信
託
法
理
の
半
世
紀

　

本
稿
で
は
、
米
国
に
お
い
て
、
公
共
信
託
法
理
を
め
ぐ
り
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
戦
わ
さ
れ
た
議
論
を
検
討
し
た
。
公
共
信
託
法
理

の
内
容
は
、
拡
大
適
用
説
を
と
る
か
、
拡
大
適
用
慎
重
説
を
と
る
か
、
い
ず
れ
と
も
異
な
る
立
場
を
と
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
本

稿
は
、
米
国
の
文
脈
で
は
⑧
モ
ノ
湖
事
件
判
決
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
裁
判
官
の
部
分
的
反
対
意
見
・
ト
ン
プ
ソ
ン
説
を
支
持
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
二
章
で
は
、
サ
ッ
ク
ス
一
九
七
〇
年
論
文
・『
環
境
の
保
護
』・
畠
山
論
文
お
よ
び
そ
こ
で
頻
繁
に
引
用
さ
れ
た
裁
判
例
・

モ
ノ
湖
事
件
判
決
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
畠
山
武
道
が
挙
げ
た
構
成
要
素
─
─
二
─
3
（
ⅰ
）
適
用
範
囲
・（
ⅱ
）
保
護
さ
れ
る
公
共

的
利
益
の
種
類
・（
ⅲ
）
実
体
的
効
果
・（
ⅳ
）
手
続
的
効
果
・（
ｖ
）
環
境
訴
訟
へ
の
影
響
─
─
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

拡
大
適
用
説
は
、
公
共
信
託
法
理
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
、（
ⅰ
）
適
用
範
囲
と
し
て
、「（
ａ
）
海
浜
、
渚
（
干
潟
）、
湖
沼
、
河

川
」、「（
ｂ
）
公
園
、
道
路
、
公
有
地
」、「（
ｃ
）
野
生
生
物
、
天
然
資
源
、
大
気
、
水
」、「（
ｄ
）
私
有
地
に
も
適
用
さ
れ
る
か
」
の

（
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う
ち
、（
ａ
）
お
よ
び
（
ｂ
）
の
全
て
の
要
素
と
（
ｃ
）
野
生
生
物
が
、（
ⅱ
）
保
護
さ
れ
る
公
共
的
利
益
の
種
類
と
し
て
は
、
通
商
・

航
行
・
漁
撈
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
生
態
系
保
全
が
、
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、（
ⅲ
）

実
体
的
効
果
と
し
て
、（
ａ
）
公
共
信
託
財
産
の
譲
与
制
限
、（
ｂ
）
譲
与
に
よ
る
公
共
の
利
益
の
促
進
の
有
無
、（
ｃ
）
公
共
的
な
利

用
の
保
護
、（
ｄ
）
受
託
者
に
よ
る
最
も
損
害
の
少
な
い
行
為
の
選
択
、（
ｅ
）
適
切
な
代
替
案
が
な
い
場
合
の
侵
害
禁
止
、（
ｆ
）
公

共
信
託
財
産
譲
与
後
の
公
衆
の
通
過
権
の
保
障
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、（
ⅳ
）
実
体
的
効
果
を
達
成
す
る
た
め
の
手
続
と
し
て
、（
ａ
）

立
法
趣
旨
の
厳
格
解
釈
・（
ｂ
）
私
人
へ
の
包
括
的
な
権
限
付
与
の
禁
止
・（
ｃ
）
よ
り
広
範
な
意
思
決
定
手
続
の
採
用
・（
ｄ
）
包
括

的
水
利
用
計
画
の
策
定
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
、（
ｖ
）
環
境
訴
訟
へ
の
影
響
と
し
て
、（
ａ
）
原
告
適
格
の
拡
大
・（
ｂ
）
裁
量
統
制
基

準
の
明
示
・（
ｃ
）
立
証
責
任
の
転
換
を
指
摘
す
る
。

　

次
に
、
第
三
章
で
は
、
公
共
信
託
法
理
に
関
す
る
サ
ッ
ク
ス
説
（
拡
大
適
用
説
）
の
批
判
学
説
と
し
て
、
ト
ン
プ
ソ
ン
説
（
拡
大
適

用
慎
重
説
）
の
主
張
を
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
公
共
信
託
法
理
は
、
保
守
の
立
場
か
ら
も
、
三
─
2
（
ⅰ
）
行
き
過
ぎ
た
開
発
や
国

公
有
財
産
譲
与
の
回
避
・（
ⅱ
）
私
有
財
産
制
に
お
け
る
共
有
財
産
の
重
要
性
・（
ⅲ
）
民
主
的
意
思
決
定
の
機
会
の
確
保
・（
ⅳ
）
海

洋
お
よ
び
可
航
水
路
の
特
別
な
重
要
性
に
鑑
み
て
、
再
構
成
お
よ
び
擁
護
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
原
理
に
照
ら

し
て
正
当
化
で
き
な
い
場
合
に
は
、
公
共
信
託
法
理
の
拡
大
適
用
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
公
共
信
託
法
理
の
構
成
要
素
の
う
ち
、
裁
判
例
お
よ
び
学
説
に
お
い
て
共
通
了
解
が
あ
る
の
は
、
二
─
3
（
ⅰ
）
適
用
範

囲
と
し
て
（
ａ
）
海
洋
お
よ
び
可
航
水
路
、（
ⅱ
）
保
護
さ
れ
る
公
共
的
利
益
の
種
類
と
し
て
通
商
・
航
行
・
漁
撈
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
・
生
態
系
保
全
、（
ⅲ
）
実
体
的
効
果
と
し
て
公
共
信
託
財
産
の
譲
与
可
能
性
の
制
限
・（
ⅳ
）
手
続
的
効
果
の
う
ち
私
人
へ
の
包

括
的
権
限
付
与
の
禁
止
・（
ｖ
）
環
境
訴
訟
へ
の
影
響
の
う
ち
（
ａ
）
原
告
適
格
の
拡
大
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
公
共
信
託

法
理
の
（
ⅰ
）
適
用
範
囲
に
公
園
や
森
林
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
公
物
法
よ
り
は
る
か
に
適
用
範
囲
が
狭
い
も
の
の
、
海
洋
・
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海
浜
お
よ
び
河
川
の
流
域
管
理
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
法
理
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

続
い
て
第
四
章
で
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
実
証
研
究
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
モ
ノ
湖
事
件
判
決
が
、
そ
の
後
の
実
務
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
か
を
検
討
し
た
。
公
共
信
託
法
理
が
、
相
対
的
に
は
、
裁
判
所
の
鉾
で
は
な
く
行
政
機
関
の
盾
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て

い
る
こ
と
、
環
境
行
政
法
規
に
比
べ
る
と
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
公
共

信
託
法
理
に
は
、
行
政
手
続
上
の
問
題
と
、
適
用
の
前
提
と
な
る
情
報
収
集
の
点
か
ら
使
い
勝
手
が
悪
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

行
政
手
続
上
の
問
題
と
し
て
、
次
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
水
利
権
者
が
、
単
に
既
存
の
権
利
を
行
使
し
、
新
規
申
請

や
専
用
許
可
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
州
水
法
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
環
境
質
法
（
Ｃ
Ｅ
Ｑ
Ａ
）
の
手
続
は
適
用
さ
れ
ず
、
こ

れ
ら
の
法
令
に
基
づ
く
公
共
信
託
財
産
へ
の
影
響
評
価
は
行
わ
れ
ず
、
何
も
起
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。
第
二
に
、
環
境
行
政
法
規
の

手
続
は
適
用
さ
れ
る
が
、
法
令
上
、
州
の
行
政
機
関
で
あ
る
州
水
資
源
管
理
委
員
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
）
に
手
続
へ
の
参
加
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

米
国
に
お
け
る
議
論
を
振
り
返
る
と
、
公
共
信
託
法
理
に
は
、
一
方
で
は
、
各
時
代
の
公
共
信
託
財
産
を
め
ぐ
る
政
策
決
定
に
お
い

て
、
社
会
的
・
経
済
的
配
慮
に
加
え
て
環
境
配
慮
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
時
的
・
通
時
的
衡
平
の
実
現
を
図
る
と
い
う
実
体
的

機
能
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
発
展
は
、
各
政
策
分
野
に
お
け
る
経
済
・
社
会
・
環
境
と
い
う
三
つ
の
観
点
の
統
合
的
理
解
を
出
発
点
と

し
、
世
代
内
お
よ
び
世
代
間
の
衡
平
の
実
現
を
究
極
的
目
標
と
す
る
か
ら
、
公
共
信
託
法
理
は
持
続
可
能
な
発
展
の
実
現
機
能
を
持
つ

と
い
え
よ
う
。

　

他
方
で
、
公
共
信
託
法
理
に
は
、
政
治
部
門
に
よ
る
政
策
決
定
が
公
共
信
託
的
価
値
に
十
分
配
慮
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所

が
政
治
部
門
の
決
定
に
介
入
す
る
権
限
を
付
与
す
る
と
い
う
手
続
的
機
能
が
あ
る
。
日
本
の
公
共
信
託
法
理
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、

手
続
的
機
能
に
つ
い
て
十
分
吟
味
し
て
い
な
い
が
、
同
法
理
の
法
規
範
と
し
て
の
位
置
付
け
お
よ
び
救
済
方
法
の
選
択
に
よ
っ
て
は
、

（
98
）
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政
策
選
択
の
た
め
の
民
主
的
議
論
を
促
進
す
る
が
、
多
数
者
支
配
な
い
し
代
表
民
主
制
と
の
衝
突
を
齎
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　

裁
判
所
は
、
原
則
と
し
て
多
数
者
支
配
を
尊
重
す
る
べ
き
だ
か
ら
、
構
造
的
な
少
数
者
に
関
わ
る
問
題
と
原
理
的
に
解
決
す
る
べ
き

問
題
に
限
り
、
か
つ
、
憲
法
ま
た
は
法
律
の
特
別
の
規
定
を
根
拠
と
し
て
の
み
、
政
治
部
門
の
判
断
を
覆
せ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

環
境
問
題
の
う
ち
、
自
然
資
源
に
関
わ
る
問
題
は
、
い
ず
れ
の
類
型
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
政
策
的
問
題
だ
か
ら
、
裁
判
所
は
、
コ
モ

ン
・
ロ
ー
と
し
て
歴
史
的
に
合
意
の
あ
る
対
象
を
除
き
、
政
治
部
門
（
立
法
府
お
よ
び
執
行
府
）
に
よ
る
公
共
信
託
財
産
に
関
す
る
決

定
を
覆
す
べ
き
で
は
な
い
。
公
共
信
託
法
理
は
、
損
失
補
償
等
の
憲
法
上
の
制
約
を
守
り
つ
つ
、
政
治
部
門
の
公
共
信
託
財
産
に
関
す

る
管
理
権
限
を
確
認
・
保
全
し
た
り
、
民
主
的
意
思
決
定
の
機
会
を
確
保
・
促
進
し
た
り
す
る
た
め
に
の
み
援
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
公
共
信
託
法
理
の
法
規
範
と
し
て
の
位
置
付
け
と
救
済
方
法
の
選
択
は
、
論
理
的
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。
公
共
信
託
法

理
の
法
規
範
と
し
て
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
憲
法
と
同
等
の
位
置
付
け
を
与
え
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
な
い

場
合
で
も
公
共
信
託
法
理
を
根
拠
と
し
て
政
治
部
門
（
立
法
府
お
よ
び
執
行
府
）
の
判
断
へ
の
介
入
が
可
能
で
あ
る
（
執
行
府
だ
け
で

は
な
く
立
法
府
の
判
断
を
覆
せ
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
律
と
同
等
の
位
置
付
け
を
与
え
る
場
合
に
は
、
公
共
信
託
法
理
を
根
拠
と

す
る
政
治
部
門
へ
の
介
入
は
、
執
行
府
に
対
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
救
済
方
法
と
し
て
は
、
義
務
付
け
で
は
な
く
、
①
イ

リ
ノ
イ
セ
ン
ト
ラ
ル
事
件
判
決
お
よ
び
⑧
モ
ノ
湖
事
件
判
決
の
よ
う
に
政
治
部
門
へ
の
差
戻
し
（
処
分
の
取
消
し
や
差
止
め
に
よ
る
行

政
へ
の
差
戻
し
）
が
適
切
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
公
共
信
託
法
理
に
ど
の
程
度
の
期
待
を
持
つ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
行
政
通
則
法
（
情
報
公
開
・
行
政
手
続
・
行
政
争
訟

制
度
）
お
よ
び
環
境
法
の
通
則
的
制
度
（
環
境
基
本
法
・
環
境
影
響
評
価
法
）
に
加
え
て
、
個
別
の
環
境
行
政
法
規
が
発
展
す
れ
ば
、

公
共
信
託
法
理
の
守
備
範
囲
が
広
い
必
要
は
な
い
。

　

本
稿
に
は
、
考
察
を
深
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
十
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
点
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
下
記
の
一
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点
だ
け
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
、
公
共
信
託
法
理
の
法
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
憲
法
上
の
権
利
（
環
境
権
）
ま
た
は
法

律
上
の
権
利
（
環
境
権
）
の
い
ず
れ
に
倣
っ
て
扱
う
べ
き
か
を
若
干
検
討
し
た
が
、
そ
の
際
、
合
衆
国
憲
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の

の
、
州
憲
法
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
で
き
な
か
っ
た
。
州
憲
法
上
の
環
境
権
お
よ
び
公
共
信
託
法
理
に
つ
い
て
、
非
常
に
興
味
深
い
動

き
が
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
憲
法
は
環
境
権
修
正
規
定
を
有
し
（
註
44
）、
同
州
最
高
裁
は
、
過
去
の
裁
判
例

（Payne v. K
asaab

［
註
51
］
等
）
に
お
い
て
環
境
権
修
正
規
定
の
自
力
執
行
力
を
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
に
は
、

Robinson T
ow

nship v. Com
m

onw
ealth of Pennsylvania

は
、
相
対
多
数
意
見
な
が
ら
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
採
掘
推
進

派
が
制
定
し
た
州
法
に
つ
い
て
、
環
境
権
修
正
規
定
の
解
釈
変
更
に
よ
り
、
自
治
体
条
例
に
よ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
採
掘
規
制

の
上
書
き
を
認
め
た
（
自
力
執
行
力
を
認
め
た
）。
さ
ら
に
、
二
〇
一
七
年
に
は
、
多
数
意
見
が
こ
の
解
釈
変
更
を
追
認
し
た
（Penn-

sylvania Environm
ental D

efense Foundation v. Com
m

onw
ealth of Pennsylvania

）。
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
憲
法
の
環
境

権
修
正
条
項
は
、
権
利
主
体
に
将
来
世
代
を
含
め
、
保
護
法
益
に
大
気
お
よ
び
水
を
含
め
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
以
降
の
裁
判

例
は
、
自
治
体
条
例
に
よ
る
州
法
上
書
き
の
正
当
化
根
拠
を
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
で
は
な
く
環
境
権
お
よ
び
自
治
体
の
公
共
信
託

的
責
務
に
求
め
て
い
る
。
非
常
に
重
要
な
論
点
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
謝
辞
】　

本
研
究
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
自
然
空
間
の
公
物
性
に
即
し
た
法
制
度
の
あ
り
方
：「
知
」
の
活
用
に
よ
る
法
の
執

行
に
向
け
て
」（
研
究
代
表
者
：
三
浦
大
介
神
奈
川
大
学
教
授
、
課
題
番
号19H

01439

）、
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
気
候
変
動
へ
の

適
応
力
の
あ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
法
政
策
の
理
論
分
析
」（
研
究
代
表
者
：
宇
佐
見
誠
京
都
大
学
教
授
、
課
題
番
号

17H
02445

）、
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
水
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
関
連
性
─
比
較
法
・
国
際
法
的
考
察
─
」（
研
究
代
表
者
：

松
本
充
郎
大
阪
大
学
准
教
授
、
課
題
番
号16K

03438

）
お
よ
び
国
際
共
同
研
究
強
化
（
Ｂ
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
漁
業
法
政

（
99
）

（
100
）

（
101
）
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策
の
日
韓
比
較
研
究
─
国
際
規
範
の
受
容
と
伝
統
的
秩
序
の
変
動
」（
研
究
代
表
者
：
児
矢
野
マ
リ
北
海
道
大
学
教
授
、
課
題
番
号

19K
K

0028

）
の
成
果
で
あ
る
。

See E
ffective Judicial Intervention, at 556-557.

『
環
境
の
保
護
』
一
九
五
─
二
三
三
頁
。

『
環
境
の
保
護
』
七
四
─
七
五
頁
（
環
境
影
響
評
価
制
度
お
よ
び
情
報
公
開
制
度
の
導
入
・
有
識
者
会
議
の
創
設
・
意
思
決
定
過
程
の
早

期
に
お
け
る
公
衆
参
加
を
提
案
す
る
）
お
よ
び
一
〇
八
─
一
〇
九
頁
を
参
照
。
原
告
適
格
の
拡
大
を
提
唱
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
リ
オ
第
一
〇

原
則
・
オ
ー
フ
ス
条
約
を
想
起
さ
せ
る
。

『
環
境
の
保
護
』
一
二
三
─
一
三
〇
頁
。

『
環
境
の
保
護
』
一
六
八
─
一
七
七
頁
お
よ
び
一
九
五
─
二
一
二
頁
。

『
環
境
の
保
護
』
二
五
七
─
二
六
三
頁
。Lochner v. N

ew
 Y

ork, 198 U
.S. 45 (1905)

以
降
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
初
期
ま
で
の
時
期
に

は
、
司
法
が
第
五
修
正
や
第
一
四
修
正
に
基
づ
く
積
極
的
介
入
に
よ
り
、
立
法
府
が
制
定
し
た
労
働
者
保
護
立
法
を
覆
し
た
。
こ
の
歴
史
的
経

験
を
踏
ま
え
て
、U

nited States v. Carolene Products Com
pany, 304 U

.S. 144 (1938) 

の
脚
注
四
は
、
多
数
者
の
専
制
か
ら
構
造
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
保
護
す
る
場
合
に
限
り
違
憲
審
査
権
を
行
使
で
き
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
者
が
引
き
起
こ
す
問
題
は
、
裁
判
の

よ
う
な
公
の
場
で
の
議
論
に
よ
る
政
治
資
源
の
対
等
化
に
よ
っ
て
対
応
可
能
で
あ
る
。
サ
ッ
ク
ス
は
、
第
九
修
正
が
環
境
権
を
含
意
し
て
い
る

と
の
解
釈
改
憲
に
よ
る
司
法
介
入
に
つ
い
て
も
同
様
の
判
断
ミ
ス
が
あ
り
う
る
こ
と
か
ら
、
環
境
権
を
憲
法
上
の
権
利
と
位
置
付
け
る
こ
と
に

反
対
す
る
。
ま
た
、
環
境
問
題
の
多
く
が
少
数
者
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
治
資
源
の
対
等
化
が
裁
判
に
よ
っ
て
達
成
で
き

る
な
ら
憲
法
上
の
権
利
と
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。

ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
保
守
派
に
も
様
々
な
立
場
が
あ
り
、
公
共
信
託
法
理
を
支
持
す
る
保
守
派
が
同
法
理
を
支
持
す
る
理
由
も
様
々
で
あ
り
、

公
共
信
託
法
理
に
反
対
す
る
保
守
派
も
い
る
こ
と
に
注
意
を
促
す
。See T

hom
pson, A

 Conservative R
econstruction, at 49 [fn 5 and 

6]. A
lso see B

arton H
. T

hom
pson, Jr., C

onservative E
nvironm

ental T
hought: T

he B
ush A

dm
inistration and 

E
nvironm

ental Policy, 32 ECO
LO

GY
 L.Q

. 307 (2005).

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）
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See T

hom
pson, A

 Conservative R
econstruction, at 54-58.

See in re W
ater U

se Perm
it A

pplications, 9 P.3d 409, 455 (H
aw

. 2000). A
lso see, e.g., City of Berkeley v. Superior 

Court, 606 P.2d 362, 373 (Cal. 1980).
505 U

.S. 1003 (1992). ［
土
地
の
交
換
価
値
を
完
全
に
無
に
す
る
場
合
に
は
規
制
に
よ
る
収
用
に
該
当
す
る
］

533 U
.S. 606 (2001). ［

土
地
の
交
換
価
値
を
完
全
に
無
に
し
な
い
場
合
に
は
規
制
に
よ
る
収
用
に
該
当
し
な
い
］

See M
cQ

ueen, 580 S.E.2d at 119-120.

（
本
件
土
地
所
有
者
で
あ
るM

cQ
ueen

は
、
一
九
六
〇
年
代
に
海
岸
に
あ
る
二
区
画
の
土

地
［
本
件
土
地
］
を
購
入
し
た
。
当
時
、
周
辺
の
区
画
に
は
、
防
護
壁
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
本
件
土
地
に
は
防
護
壁
が
な
か
っ
た
た
め
土

壌
が
継
続
的
に
流
出
し
、
面
積
の
過
半
が
干
潟
に
戻
り
、
危
機
的
塩
水
湿
地
地
域
と
な
っ
た
。
一
九
九
一
年
お
よ
び
一
九
九
三
年
に
、
本
件
土

地
所
有
者
は
、
海
洋
海
岸
資
源
管
理
局
［
Ｏ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
］
に
対
し
て
本
件
土
地
に
つ
い
て
防
護
壁
設
置
許
可
お
よ
び
埋
め
戻
し
許
可
申
請
を
行
っ

た
が
、
不
許
可
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
土
地
所
有
者
は
、
本
件
土
地
は
埋
め
戻
さ
れ
な
い
状
態
で
は
経
済
的
に
無
価
値
で
あ
り
、
規
制
に
よ
る

財
産
権
収
用
に
該
当
す
る
と
し
て
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
に
対
し
て
損
失
補
償
を
請
求
し
た
。
州
最
高
裁
は
、
本
件
規
制
は
本
件
土
地
の
交
換
価
値
を
完

全
に
無
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
規
制
に
よ
る
収
用
に
は
該
当
し
な
い
と
し
［Lucas

お
よ
びPalazzolo

］、
干
潟
に
つ
い
て
は
州
の
公
共
信

託
財
産
で
あ
り
原
告
の
財
産
権
に
含
ま
れ
な
い
と
し
て
、
請
求
を
棄
却
し
た
）A

lso see Esplanade Properties v. City of Seattle, 307 
F.3d 978 (9th Cir. 2002) and R.W

. D
ocks &

 Slips v. W
is. D

ept of N
atural Res., 628 N

.W
.2d 781 (W

is. 2001). 

フ
ェ
デ
ラ
リ
ス

ト
協
会
の
環
境
法
・
財
産
権
実
務
グ
ル
ー
プ
（the Federalist Societyʼs Environm

ental Law
 and Property Practice Group

）
は
、

公
共
信
託
法
理
の
適
用
対
象
が
私
有
地
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
と
、
第
五
修
正
の
保
護
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
懸
念
を
表
明
し
て
い

る
。See T

hom
pson, A

 Conservative R
econstruction, at 56.

ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
公
共
信
託
法
理
の
適
用
対
象
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
感
潮
域
お
よ
び
可
航
水
路
を
超
え
て
、
公
園
・
森
林
・
湿
地
・
野

生
生
物
そ
の
他
の
自
然
資
源
に
拡
大
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。See Id., at 58.
Id. at 58-59.
IlI. Cent. R.R. Co. v. Illinois, 146 U

.S. 387, 450-55 (1892).
N

atʼl A
udubon Socʼy v. Superior Court, 658 P.2d 709, 727 (Cal. 1983), at 727 (em

phasis added).

「
議
会
が
州
か
ら
こ
の
港
の
統
制
お
よ
び
管
理
［
権
限
］
を
剥
奪
し
、
私
企
業
の
手
に
完
全
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
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い
」。IlI. Cent. R.R. Co. v. Illinois, 146 U

.S., at 453.
N

atʼl A
udubon Socʼy v. Superior Court, 658 P.2d, at 732. 

ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
裁
判
官
の
反
対
意
見
（Id., at 

733

）
の
方
が
、
多
数
意
見
よ
り
論
理
的
に
一
貫
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。See T

hom
pson, A

 Conservative R
econstruction, at 66.

『
環
境
の
保
護
』
二
六
〇
─
二
六
三
頁
（Sax, Id. at 238-239)

。See T
hom

pson, State Constitutions, at 919, citing Environm
ental 

D
efense Fund v. A

rm
y Corps of Engineers, 325 F. Supp. 728, 739 (E.D

. A
rk. 1971). 

［
原
告
環
境
防
衛
基
金
は
、
合
衆
国
憲
法
第

五
修
正
・
第
九
修
正
・
第
一
四
修
正
お
よ
び
国
家
環
境
政
策
法
等
を
根
拠
と
し
て
、
陸
軍
工
兵
隊
を
相
手
取
っ
て
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
に
お
け

る
ダ
ム
建
設
差
止
め
を
請
求
し
た
が
棄
却
さ
れ
た
］

ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
合
衆
国
憲
法
が
規
定
す
る
民
主
主
義
と
司
法
審
査
の
関
係
に
つ
き
、
プ
ロ
セ
ス
を
非
常
に
重
視
す
る
解
釈
を
採
る
。

See T
hom

pson, State Constitutions, at 919, citing Jo
h

n H
a

rt E
ly, D

em
o

cra
cy a

n
d D

ist
ru

st: A
 T

h
eo

ry o
f Ju

d
icia

l R
ev

iew 
(1980), at 88-101.

（
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
イ
リ
ィ
［
佐
藤
幸
治
・
松
井
茂
記
訳
］『
民
主
主
義
と
司
法
審
査
』（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
一
四
四

─
一
五
九
頁
）

See Jam
es L. H

uffm
an, A

 Fish O
ut of W

ater: T
he Public T

rust D
octrine in a Constitutional D

em
ocracy, 19 EN

V
T

L. 
L. 527 (1989).

In re W
ater U

se Perm
it A

pplications for the W
aiahole D

itch, 94 H
aw

. 97, 9 P.3d 409 (

註
61). See LEGA

L CO
N

T
RO

L, 
at 693.Selkirk-Priest Basin A

ssʼn v. State, 128 Idaho 155, 911 P.2d 748 (1995) and Idaho Conservation League, Inc. v. State, 
128 Idaho 155, 911 P.2d 748 (1995).

See Id., at 679. M
ichael C. Blum

m
, H

arrison D
unning and Scott W

. Reed, R
enouncing the Public T

rust D
octrine: A

n 
A

ssessm
ent of the V

alidity of Idaho H
ouse Bill 794, 24 Ecology L.Q

. 461 (1997).
See U

nited States v. State W
ater Resources Control Board, 227 Cal. Rptr. 161, 169 (Ct. A

pp. 1986). Brian Gray, 
E

nsuring the Public T
rust, 45 U

.C. D
avis L. Rev. 973 (2012).

49 Fed. Cl. 313 (2001).
See 102 Fed. Cl. 443 (2011) and L

ega
l C

o
n

t
ro

l, at 728-736.
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米国法における公共信託法理の半世紀（二・完）﻿
See O

w
en, the A

dm
inistrative State,, at 1102

（
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
制
定
法
の
適
用
方
法
が
発
展

し
、
わ
ざ
わ
ざ
公
共
信
託
法
理
に
言
及
す
る
ま
で
も
な
く
な
っ
た
た
め
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
） and H

olly D
orem

us, T
he Story of T

V
A

 
v. H

ill: A
 N

arrow
 E

scape for a Broad N
ew

 Law
, in E

n
v

iro
n

m
en

t
a

l L
a

w S
t

o
ries 112-114 (Richard J. Lazarus &

 O
liver 

O
. H

ouck eds. 2005).
See O

w
en, the A

dm
inistrative State, at 1119-1135.

See O
w

en, the A
dm

inistrative State, at 1126 and N
o

rris Jr H
u

n
d

ley, T
h

e G
rea

t T
h

irst: C
a

lifo
rn

ia
n

s a
n

d W
a

t
er-A

 
H

ist
o

ry, R
ev

ised E
d

it
io

n, U
niversity of California Press,2001, at 404.

詳
細
は
松
本
充
郎
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
利
水
施
設
の
概
要
と
大
型
公
共
事
業
計
画
の
将
来
展
望
」
阪
大
法
学
七
〇
巻
三
・
四

号
五
八
五
─
五
八
八
頁
（
二
〇
二
〇
年
）
の
③
セ
ン
ト
ラ
ル
バ
レ
ー
（
メ
ン
ド
ー
タ
運
河
）
の
セ
ン
ト
ラ
ル
バ
レ
ー
事
業
（Central V

alley 
Project, CV

P

）
お
よ
び
④
州
利
水
事
業
（State W

ater Project, 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
導
水
路
）
を
参
照
。

See Carol Rose, the Story of Lucas: E
nvironm

ental Land U
se R

egulation betw
een D

evelopers and the D
eep Blue Sea 

in E
n

v
iro

n
m

en
t

a
l L

a
w S

t
o

ries, Richard J. Lazarus and O
liver A

. H
ouck, eds., Foundation Press, 2005, at 266-267.

See O
w

en, the A
dm

inistrative State, at 1126-1130.
505 U

.S. 1003 (1992).

一
九
七
二
年
に
は
、
連
邦
は
海
岸
地
域
管
理
法
（
Ｃ
Ｚ
Ｍ
Ａ
）
を
制
定
し
、
一
九
七
七
年
に
は
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
も
、
沿
岸
諸
州

と
し
て
最
後
に
海
岸
管
理
法
（
Ｂ
Ｍ
Ａ
）
を
制
定
し
た
。
一
九
八
八
年
に
は
、
他
の
沿
岸
諸
州
同
様
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
も
、
海
岸
沿

い
の
土
地
の
土
壌
浸
食
が
問
題
と
な
り
、
Ｂ
Ｍ
Ａ
が
改
正
さ
れ
た
。
同
州
で
は
、
海
岸
線
が
不
安
定
で
あ
っ
た
た
め
、
過
去
四
〇
年
で
最
大
の

浸
食
点
か
ら
海
岸
線
の
基
線
を
引
き
、
居
住
用
建
造
物
の
建
築
に
お
い
て
基
線
か
ら
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
義
務
付
け
、
基
線
か
ら
二
〇
フ
ィ
ー

ト
以
内
に
つ
い
て
は
居
住
用
建
物
の
建
築
を
禁
止
し
た
。See Rose, Id., at 262-263.
See 102 Fed. Cl. 443 (2011).
See O

w
en, the A

dm
inistrative State, at 1130-1131.

See O
w

en, Id. at 1132-1133.
See O

w
en, Id. at 1142-1143.
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See O

w
en, Id. at 1143-1146.

See O
w

en, Id. at 1146.
See O

w
en, Id. at 1147-1150.

See CA
L. PU

B. RES. CO
D

E (W
est 2018).

See M
ono Lake Case, 658 P.2d 709, 721-24 (Cal. 1983) (establishing this obligation).

See Brow
n v. Bd. of Educ., 347 U

.S. 483 (1954).
松
本
充
郎
「
法
の
支
配
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
発
展
」
星
野
俊
也
・
大
槻
恒
裕
・
村
上
正
直
編
『
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
公
共
政
策
の
責
任　

第
二
巻
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
一
四
九
─
一
五
七
頁
。

松
本
充
郎
「
米
国
に
お
け
る
州
法
お
よ
び
自
治
体
条
例
に
よ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
採
掘
規
制
の
動
向
─
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
憲
法

に
お
け
る
環
境
権
規
定
の
機
能
と
限
界
─
」
上
智
法
学
論
集
六
二
巻
三
・
四
号
合
併
号
一
九
九
─
二
一
〇
頁
（
二
〇
一
九
年
）。

83 A
.3d 901 (Pa. 2013) (plurality).

108 A
.3d 140, 159 (Pa. Com

m
w

. Ct. 2015), revʼd, 161 A
.3d 911 (Pa. 2017).

追
悼
の
辞

　

松
本
充
郎
会
員
は
、
令
和
二
年
七
月
一
五
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
生
前
投
稿
さ
れ
て

い
た
ご
遺
稿
を
本
号
に
掲
載
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国
際
公
共
政
策
研
究
科
の
同
僚
で
あ
る
大
久
保
邦
彦
会
員
の
ご
尽
力
を
得
ま
し
た
。

大
久
保
会
員
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

大
阪
大
学
法
学
会
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